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１िû0時間、１日̔時間以͕ݪଇ

法定労働時間、ݪଇ１िû0時間、１日̔時間（休ܜ時間Λ除い࣮ͨ働時間）で
す（労働基準法第3�条）。ただし、事業場の労働者がৗ時10人ະຬの業、өըŋԋ
ܶ業（өը࡞の事業を除͘）、อ݈Ӵ生業、ָޘ٬業は、特例ાஔとして１週44
時間、１日８時間と͞れています。ෳ数の事業場で労働する場合は、労働時間を通
算します（労働基準法第3�条第１߲。෭業・݉業における労働時間ཧは41ϖʔδ
参র）。
労働時間とは、一ൠతに使用者のྩ໋شࢦԼにある時間をい͏ので、࡞業の準උ

や後ยͮけなど、使用者のࢦ示による場合は、労働基準法上の労働時間となります。
なお、この労働時間のݪ則とはผに、労働時間のॊೈな設定を༰қにする制度と

して、ӈϖʔδのよ͏なมܗ労働時間制が定Ίられています。
また、労働時間の算定がࠔな事業場外労働や労働者のྔࡋによる労働について

実際に働いた時間とؔな͘、一日に一定時間働いたとみなして、その時間を基準
にして賃金を支払͏Έͳ͠労働時間制（37ϖʔδ参র）があります。

◆労働時間のن定͕適用されͳい労働ऀ
労働基準法第41条では、ಉ法で定Ίる労働時間、休ܜ、休日の規定が適用͞れない労働者を࣍

のとおり定Ίています（深夜業の規制にؔする規定は適用͞れます）。
ᶃ業（ྛ業を除͘）、ச࢈・ཆࢋ・ਫ࢈業ै事者、ᶄཧಜ者、ີػの事を取りѻ͏者、

ᶅࢹ・அଓత労働ै事者、ᶆ॓日ۈ者
なお、ᶅとᶆについては、労働基準ಜॺのڐՄを条݅に労働時間等の規制を適用除外して
います。また、ᶄのཧಜ者の第41条第̎߸֘ੑについては、ݞॻきや໊শにとらわれず実ଶ
にଈしてஅ͞れます。
ʻཧಜऀの֘ੑのஅ基४ʼ
ɹ˘ 。事をし、ॏ要な৬とを有しているӦ者と一ମతなཱ場でܦ
ɹ˘ ग़ࣾ、ୀࣾやۈ時間について֨ݫな制ݶをडけていない。
ɹ˘ そのҐに;͞わしい۰がな͞れている。

このଞߴ、 度ϓϩϑΣογϣφϧ制度（3�ϖʔδ参র）適用者労働時間の規定が適用͞れません。

使用者には労働時間を適ਖ਼にѲするがあり、厚生労働省ではʮ労働時間の
適ਖ਼ͳѲのͨΊに用ऀ͕ͣߨ͖ાஔにؔするΨΠυϥΠϯʯを定Ίています
（40ϖʔδ参র）。
また、労働҆શӴ生法では、݈߁ཧの؍からཧಜ者やみなし労働時間制

が適用͞れる労働者をؚΉすての労働者（ߴ度ϓϩϑΣογϣφϧ制度適用者を
除͘）の労働時間のঢ়گをλΠϜΧʔυやύιίϯ等の使用時間のه等の؍٬త
な方法そのଞの適な方法でѲするよ͏にٛ付けています（117ϖʔδ参র）。
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４つのมܗ労働時間制（ྗతͳ労働時間制）の͋らま͠４つのมܗ労働時間４つのมܗ労働時間

種　類 １ か 月 単 位 の
変 形 労 働 時 間 制 １年単位の変形労働時間制 １ि間単位のඇ定ܕ

的変形労働時間制 ϑϨックスλΠム制

制 度 の
あ ら ま し

○１か月以の期間
を平均して֤िの所
定労働時間を決める
制度です。
○変形期間を平均し
て１ि間の労働時間
がि40時間（特例事
業場は44時間）以下
になるようにします。
○労協定により、
変形期間における֤
日、֤ िの労働時間
を具体的に特定しま
す。

○１か月を超え、１年以の
期間の中で、休日のྀをؚ
め、変形期間を平均して１ि
間の労働時間がि40時間以
下になるように֤日、֤ िの
労働時間をྗ的に決める
制度です。
○対期間を１か月以上の
期間ごとに۠して定める
場合は、࠷ॳの期間について
のΈ労働日及び労働日ごと
の労働時間を特定、２期以
߱は、૯労働時間と労働日数
を決めることできます。

○日ごとに業務の
ൟؓがେきく生͡
る業種のΈを対
とした制度です。
○ͦのिの։始日
લまでにͦのिの
֤日の労働時間を
決め、労働者にॻ
໘で௨します。
○１ि間の労働時
間が40時間以下に
なるようにします。

○働く人ࣗが֤日
の始業・終業時刻を
ࣗ由にબできる制
度です。
○３か月以の期間
の中で、平均して１
ि間の労働時間が
ि40時間（ਗ਼算期間
が１か月以の場
合、特例事業場は44
時間）以下になるよ
うにͦの期間の૯
労働時間を決めま
す。

ಋ ೖ ํ 法
（˞） ब業ن則または

労協定（届ग़必要） 労協定（届ग़必要） 労協定（届ग़必要）
ब業ن則及び労協定

（ਗ਼算期間が１か月を超える
場合は労協定の届ग़必要）

制 限 事 項
（1日、1ि）

（休日）

ˎ時間外労働
については
2 � ペ ー ジ
下ஈ参照　

制限なし

１ि１休
（または４ि４休）

１日：10時間
１ि：52時間
１年の場合：280日
࿈ଓ労働日数６日以

（ただし、特定期間の場合は
１ि間に１日の休日が֬保で
きる日数）
対期間が３か月を超える
場合は、①労働時間が48時間
を超えるिを࿈ଓできるの
は３ि以下であること、②対
期間を３か月ごとに۠し
た֤期間で、労働時間が48時
間を超えるिは、िのॳ日で
数えて３ճ以下であること

１日10時間

１ि１休
（または４ि４休）

制限なし
１ि１休

（または４ि４休）
ਗ਼算期間が１か月を
超える場合、当該ਗ਼
算期間શ体の労働
時間がि平均40時
間を超えないൣғ
で、当該ਗ਼算期間を
１か月ごとに۠し
た֤期間ごとに当該
֤期間を平均し、１
ि間あたりの労働時
間が50時間を超え
ないこと

対  事 業
の ൣ ғ すての事業 すての事業 30人未満のখച業、

ཱྀؗ、ྉ理ళ、ҿ৯ళ すての事業

ϙ Π ϯ τ ຖि決まͬて40時間
にならなくて１か月
を平均してि40時間

（特例事業場は44時
間）を֬保できるا業
にいています。

࿈ଓして休日をऔಘする
ことができるا業しさ
がҰ定の期間にのΈ集中す
るようなا業にいていま
す。期間の్中でೖୀ社し
た人にద༻できます。

༵日によͬてདྷ٬
数しさがେき
く変わるおళなͲ
にいています。

ϫークŋϥΠϑŋό
ϥϯス௨ࡶࠞۈ
؇にいてい
ます。

法のࠜڌ 労ج法第32条の２ 労ج法第32条の４ 労ج法第32条の５ 労ج法第32条の３

˞労協定は変形労働時間制をద法にಋೖする上での労働ج४法上の要݅にす͗ませΜ。労協定の༰が労働者を߆
ଋするには、別్ब業ن則による定めが必要になります。

มܗ労働時間制
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休ܜ

̔、用ऀ、労働時間͕１日̒時間Λ͑ると͖ûü分以上 時間Λ
͑ると͖１時間以上の休ܜ時間Λ、労働時間の్中Ͱ༩͑ͳ͚れͳり
まͤΜ（労働基準法第34条）。この休ܜ時間は、一෦の৬छ・業छ（Լਤ参র）
や労使協定（30ϖʔδ参র）を締結した場合を除いて、すての労働者に一
੪に与えなければなりませんし（Ұ੪休ܜのݪଇ）、ࣗ ༝にར用͞せなけれ
ばなりません（ࣗ༝ར用のݪଇ）。ただし、休ܜのతをଛなわないൣғで、
৬場の規อ࣋やࢪ設ཧ上必要な制ݶを設けることはՄです。
ɹなお、ன休みにి൪を͞せたりした場合、それは休ܜ時間ではな͘
労働時間となり、賃金の支払いٛが生͡ますので意が必要です（40ϖʔ
δʮ労働時間の適ਖ਼なѲのたΊに使用者がߨずきાஔにؔするΨΠυ
ϥΠϯʯ参র）。

休ܜ時間にؔするྫ外（労働基準法第40条、第41条）休ܜ時間にؔするྫ外休ܜ時間にؔするྫ外

休ܜ時間の原則が
ద ༻ さ れ な い 者

①理ಜ者、機ີの事務をऔりѻう者
（Մが必要ڐ）またはஅଓ的労働ै事者ࢹ②
ᶅ労働ج४法別ද第１第６号（業（ྛ業をআく））、̓ 号（ச࢈・ཆࢋ・ਫ࢈業）
ᶆۈ務者30人未満の༣ศہ
ᶇӡ༌、༣ศ事業のྻंの長ڑ務һ
ᶈ上記ᶇに該当しない務һで、ఀ ं合わせ時間の合計が休ܜ時間に

૬当する場合
ᶉߴ度ϓϩϑェッγϣφϧ制度ద༻者

休 ܜ 時 間 の ࣗ 由
ར ༻ の ద ༻ আ 外

ᶊܯ、ফལһ、ৗۈফஂһ、ࣇಐととに生׆するࣇಐࣗ立ࢧԉ
務者ۈ設ࢪ

ᶋೕࣇӃ、ࣇಐཆࢪޢ設、োࣇೖ所ࢪ設でࣇಐととに生׆するۈ務者
（Մが必要ڐ）

ᶌډ๚ܕ保ҭ事業において保ҭを行うՈఉ的保ҭ者
ᶍ।ୂٸٹһ

Ұ ੪ 休 ܜ の ద ༻
আ外（協定不要）

ᶎ労働ج४法別ද第１第４号（ӡ༌ަ௨）、̔ 号（業）、９号（金༥・ࠂ）、
10号（өը・ԋܶ）、11号（௨৴）、13号（保݈Ӵ生）、14号（ָޘ٬）、
（る事業をআく͛ܝಉදに）ॺެ

協 定 に よ る Ұ ੪
休 ܜ の ద ༻ আ 外 ᶏ上記ᶎの事業以外は労協定のక݁によりՄ

。（४法第38条第２項ج労働）の原則・ࣗ由ར༻の原則のద༻はありませΜܜ労働、Ұ੪休ˎ
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労働基準法第3�条では、使用者は、労働者に週１回Ҏ上の休日（ि休制のݪଇ）
を与えなければならないと定Ίています（週休制によることがࠔな場合には、例
外として̐週間を通͡て̐日Ҏ上でՄですが、その場合就業規則等でى算日の特
定が必要）。これを法定休日といいます。労働基準法では、Կ༵日を休みにするか
についての定Ίはありませんが、通ୡでは、労働者が計ըతに休Ίるよ͏に۩ମత
に休日を定Ίるよ͏ਪしています。
就業規則等により定Ίる休日のことをॴ定休日といい、法定休日と۠ผ͞れるこ

とがありますが、１週１休（または̐週̐休）の法定休日の要݅をຬたせば、ॴ定休
日に働いたとして労働基準法37条に定Ίる休日労働にはなりません。
事の合で休日に働いてらわなければならないときに、定Ίられた休日を事

前に労働日にมߋし、その代わりにଞの労働日を休日にৼり替えてお͘ことをʮ休
日ৼସʯといいます。これにはあらか͡Ί就業規則などにʮ˓˓の場合には、休日
をৼり替えることがあるʯࢫを定Ίた上で、ৼ替日を事前に労働者に通してお͘
ことが必要です。休日ৼ替により週の法定労働時間を超えて労働͞せるよ͏な場合
には、時間外労働にかかる3�協定（��ϖʔδ参র）と割増賃金の支払いが必要です。
一方ʮ代休ʯは、休日に労働͞せた後で、ผの労働日に休ませることをいいます。
代休について特に法上の定Ίはありませんが、休日に働いた代わりに後日休んで
ら͏ことは、労働者の݈߁をकるたΊにେです。代休をとらせる場合には、
そのखଓきや賃金の支払い方法等について就業規則などに規定が必要です。なお、
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ʲ休日ৼସと代休のҧいʳ

۠　　 休日ৼସ
（休日の事લ変更）

　　休
（休日に働いたޙ、わりに休Ή）

ब 業 ن 則 な Ͳ の 定 め 必　要 खଓき金についてن定が必要

休 日 の 事 લ の 特 定 必　要 必要なし

休 日 労 働 に  る36協 定 必要なし 法定休日に働かせるには
必　要

ׂ ૿  金
必要なし

˞िをまたがͬてৼりସえることによ
り、当該िの労働時間が１ि間の法定
労働時間を超えるときは、時間外労働
の２ׂ５以上のׂ૿金が必要

法定休日に働いた場合
３ׂ５以上のׂ૿金が必要

休日
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残業（時間外ɾ休日労働）、ú6ڠ定（労ڠ定）

ɹ労働基準法では、用ऀ、֘ࣄ業の労働ऀのաΛ代දするऀ
（ա労働߹͕͋れͦの߹）とॻ໘によるڠ定（労ڠ定ɾӈϖʔ
δࢀর）Λక݁͠、ͦれΛ労働基४ಜॺにಧ͚ग़ͳ͚れ、法定労働時
間Λ͑て働かͤͨり、休日労働Λさͤる͜とͰ͖ͳいと定Ίています。
労働基準法第3�条で定Ίているので、この協定のことをú6ڠ定（௨শαϒ
ϩΫڠ定）といいます（協定ಧのࡌه例は33ϖʔδ参র）。
3�協定の締結・ಧग़がな͘、使用者が（法定）時間外労働や休日労働を

͞せた場合、േ則が設けられており（̒か݄ҎԼのまたは30ສԁҎԼ
のേ金。労働基準法第11�条）、割増賃金（3�ϖʔδ参র）支払わなけれ
ばなりません。
また、3�協定のޮՌは、労働基準法の基準（例えば１日８時間）を超え

て働かせて使用者がॲേ͞れないとい͏໔േతޮՌにとどまるたΊ、実
際にݸʑの労働者に時間外労働を໋͡るには、労働協や就業規則、ݸผ
の労働ܖ等において、業上の必要があるときは3�協定のൣғで時間
外労働や休日労働を͞せることができるࢫを明らかにしてお͘など、時間
外・休日労働の໋ྩのࠜڌが必要です。
なお、්࢈が求した場合や、1ࡀ�ະຬのগ者には、時間外・休日

労働を͞せてはなりません。ҭࣇまたはհޢを͏ߦ労働者については、時
間外労働を制ݶする制度が設けられています（��ϖʔδ参র）。

˗１か݄୯Ґや１୯Ґのมܗ労働時間制を࠾用している場合には、࣍の
時間が時間外労働となり、3�協定を締結することが必要です。

①１日については、̔時間を超える時間を定めた日はͦの時間を超えて、ͦれ以外
の日は̔時間を超えて労働した時間

②１ि間については、法定労働時間（˞）を超える時間を定めたिはͦの時間を超え
て、ͦれ以外のिは法定労働時間を超えて労働した時間（①で時間外労働となる
時間をআく）

ᶅ変形労働時間制の変形対期間については、ͦの期間における法定労働時間（˞）
の૯を超えて労働した時間（①または②で時間外労働となる時間をআく）

˞１年単位の変形労働時間制の場合は、法定労働時間は特例ાஔ対事業場でि
40時間で計算します。
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残業（時間外ɾ休日労働）、ú6ڠ定（労ڠ定）

ɹ労働基準法では、用ऀ、֘ࣄ業の労働ऀのաΛ代දするऀ
（ա労働߹͕͋れͦの߹）とॻ໘によるڠ定（労ڠ定ɾӈϖʔ
δࢀর）Λక݁͠、ͦれΛ労働基४ಜॺにಧ͚ग़ͳ͚れ、法定労働時
間Λ͑て働かͤͨり、休日労働Λさͤる͜とͰ͖ͳいと定Ίています。
労働基準法第3�条で定Ίているので、この協定のことをú6ڠ定（௨শαϒ
ϩΫڠ定）といいます（協定ಧのࡌه例は33ϖʔδ参র）。
3�協定の締結・ಧग़がな͘、使用者が（法定）時間外労働や休日労働を

͞せた場合、േ則が設けられており（̒か݄ҎԼのまたは30ສԁҎԼ
のേ金。労働基準法第11�条）、割増賃金（3�ϖʔδ参র）支払わなけれ
ばなりません。
また、3�協定のޮՌは、労働基準法の基準（例えば１日８時間）を超え

て働かせて使用者がॲേ͞れないとい͏໔േతޮՌにとどまるたΊ、実
際にݸʑの労働者に時間外労働を໋͡るには、労働協や就業規則、ݸผ
の労働ܖ等において、業上の必要があるときは3�協定のൣғで時間
外労働や休日労働を͞せることができるࢫを明らかにしてお͘など、時間
外・休日労働の໋ྩのࠜڌが必要です。
なお、්࢈が求した場合や、1ࡀ�ະຬのগ者には、時間外・休日

労働を͞せてはなりません。ҭࣇまたはհޢを͏ߦ労働者については、時
間外労働を制ݶする制度が設けられています（��ϖʔδ参র）。

˗１か݄୯Ґや１୯Ґのมܗ労働時間制を࠾用している場合には、࣍の
時間が時間外労働となり、3�協定を締結することが必要です。

①１日については、̔時間を超える時間を定めた日はͦの時間を超えて、ͦれ以外
の日は̔時間を超えて労働した時間

②１ि間については、法定労働時間（˞）を超える時間を定めたिはͦの時間を超え
て、ͦれ以外のिは法定労働時間を超えて労働した時間（①で時間外労働となる
時間をআく）

ᶅ変形労働時間制の変形対期間については、ͦの期間における法定労働時間（˞）
の૯を超えて労働した時間（①または②で時間外労働となる時間をআく）

˞１年単位の変形労働時間制の場合は、法定労働時間は特例ાஔ対事業場でि
40時間で計算します。

Ջ
ٳ
ɾ
ؒ
࣌
ಇ
࿑

3�

によるྟ時のඞཁ͕͋る߹の時間外労働（労働基準法第33条）ࡂ◆
ఱࡂ、େ規なϦίʔϧ対Ԡ、事業ӡӦをෆՄにするよ͏なಥൃతな

によるγεςϜμϯなどにより、ྟ時の必ܸ߈ো・αʔόʔのނցのػ
要がある場合、使用者は労働基準ಜॺの事前のڐՄをडけた͏えで、時
間外労働や休日労働を͞せることができます。事ଶがٸഭしていて、労働
基準ಜॺのڐՄをडける時間がない場合は、事後にな͘ಧけग़る必
要があります。

労ڠ定と
ɹその事業場に、労働ऀのաͰ৫する労働߹͕͋る߹ͦの߹と、
そのよ͏な合がない場合は労働ऀのաΛ代දするऀと使用者との、ॻ໘に
よる協定をいいます。
ʮ労働者のա数を代දする者ʯとは、࣍の条݅をຬたす者をいいます。

　・労働基準法第41条第２号に規定する監督または管理の地位にある者（実質的
な権限がある者）でないこと

　・労使協定の締結等をする者を選出することを明らかにして実施される投票、
挙手等の方法による民主的な手続により選出された者であること

　・使用者の意向に基づき選出されたものでないこと
ɹなお、使用者は、ա数代ද者がその事をԁにߦすることができるよ͏
必要なྀをߦわなければなりません（労働基準法ߦࢪ規則第̒条の̎第߲̐）。
ɹ労使協定は、いわΏる3�協定の΄か、賃金を一෦߇除して支払͏場合、มܗ労
働時間制やみなし労働時間制を࠾用したり、休ܜを一੪に与えないこととする場
合、休の計ըత付与をܾΊる場合等に必要となります。使用者は、これらの労
使協定の༰を労働者にपすることがٛ付けられています。
ɹまた、労使協定には、3�協定のよ͏に労働基準ಜॺにಧग़が必要なのと、
そ͏でないのとがあります。
ɹ労使協定は、使用者と労働合との間で締結しているʮ労働協ʯ（107ϖʔδ
参র）とはҟなり、労使協定はその事業場のશての労働者に適用がٴͿのと͞
れています（労働協の規ൣతޮྗは、ݪ則としてその合にՃೖしている合
һにのみ適用）。
ɹただし、労働者のա数で৫する労働合と労使協定を結んだ場合、それは
合һにとͬては労働協としてのޮྗあわせてٴͿことになります。
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時間外労働の上限ن制

時間労働の制のたΊ、労働基準法では࣍のとおり時間外労働の上ݶ
を規定しており、このൣғで3�協定を締結しなければなりません（��ϖʔ
δ参র、協定ಧのࡌه例は33ϖʔδ参র）。
3�協定で定Ίた時間を超えて時間外労働を͞せた場合、使用者は労働基

準法第3�条ҧ（˞）となり、േ則適用͞れます。
˞ݣ労働者にؔする3�協定は、労働者ݣ法の規定により、اݩݣ業が締結・ಧग़をߦいますが、
ݩݣの3�協定で定Ίた上ݶを超えて労働͞せた場合には、ݣઌا業が法ҧとなります。

˗時間外労働の上限は、ݪ則１か月ûü時間、１年ú60時間です。
ただし、対象ظ間が̏か݄を超える１୯Ґのมܗ労働時間制の場合、１か݄4�時間、
１3�0時間の例外が適用となります。

期 間
時間外労働の上限（原則）

Ұൠの労働者 対期間が３か月を超える１年
単位の変形労働時間制の対者

１か月 45時間 42時間
１ 年 360時間 320時間

時間外労働（法定労働時間（１日８時間・１週40時間、特例事業場は１週44時間）を
超えて労働した時間）と、休日労働（法定休日（１週１日または̐週̐日）に労働し
た時間）は、ผʑにѲし、計算します。ここでい͏ʮ時間外労働の上ݶ（ݪ則）ʯ
には、休日労働の時間はؚまれません。

˗通ৗ༧ݟすることのできない業ྔのେ෯な増Ճ等にい、ྟ時తに上
度時間を超えて労働͞せる特ผの事があͬて、労使が合意してಛݶه
ผ߲͖の労ڠ定を締結する場合で、時間外労働ٴͼ休日労働Ͱ
͖る時間の上限は࣍のとおりとなります。
臨時的な特別の事情があって労使が合意する場合（特別条項）でも守らなければならない項目
①時間外労働が年720時間以
②時間外労働と休日労働の合計が月100時間未満
ᶅ ʯ均平月か５ʮʯ均平月か４ʮʯ均平月か３ʮʯ均平月か２ʮ、ていつに計合の働労日休と働労外間時
ʮ６か月平均ʯがすて１か月あたり80時間以

ᶆ時間外労働が月45時間を超えることができるのは１か月単位で年６ճが限度
ᶄᶅについては、時間外労働と休日労働を合計した実際の労働時間に対する上ݶであ
り、休日労働ؚΊたཧをする必要があります。
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˗特ผ条߲の対象݄か否かにؔわらず、１を通して、時間外労働と休日
労働の合計について、ʮ݄100時間Ҏ上となͬた場合ʯ、ʮ̎から̒か݄ฏ
のいずれかが１か݄あたり�0時間を超えた場合ʯ、使用者は労働基準法ۉ
第3�条第߲̒ҧとなります（˞）。
˞例えば時間外労働が4�時間Ҏにऩまͬて特ผ条߲にはならない場合であͬて
、時間外労働が݄44時間、休日労働が݄��時間、のよ͏に合計が݄100時間Ҏ
上になると法ҧとなります。

はいずれ適用除外となりまݶϖʔδの上ࠨ、։ൃ業についてはڀݚ˗
すが、ҩࢣによる໘ࢦಋの実ࢪ（117ϖʔδ参র）は必要です。

制نの上限ࢣ業、ࣗಈंӡస業、ҩࣄઃݐ◆
ɹこれらの事業は上ݶ規制の適用が༛༧͞れていましたが、༛༧ظ間ऴྃ
につ͖令和 （̒ù0ùû）年４月１日より࣍のと͓り適用されています。

ݐ 設 事 業

原則、月45時間、年360時間
臨時的な特別な事情がある場合で、年720時間、単月100時間未満（休日労働ؚΉ）、
ෳ数月平均80時間（休日労働ؚΉ）を限度に設定する必要があります。また、時間
外労働が月45時間を超えることができるのは年６か月までとなります。

ʲࡂの෮چ・෮ڵにるݐ設事業の例外ʳ
時間外労働と休日労働の合計について
・月100時間未満
・２～６か月平均80時間以
とするن制はద༻されませΜ。

ࣗ ಈ ं
ӡ స 業 務

原則、月45時間、年360時間
臨時的な特別な事情がある場合で、年�60時間（休日労働をؚまず）を限度に設定
する必要があります。

ˎ時間外労働と休日労働についてʮ月100時間未満ʯʮ２～６か月平均80時間以ʯ
とするن制はద༻されませΜ。

ˎʮ時間外労働が月45時間を超えることができるのは年６か月までʯのن制はద༻
されませΜ。

ҩ ࢣ

ෳ数のਫ४別に上限を設定するととに、໘ࢦಋ΄か݈֬߁保のためのાஔٛ務
が定められています。
○Ұൠ的なҩ業にै事するҩࢣの時間外労働の上限ਫ४（"ਫ४）

原則、月45時間、年360時間
臨時的な特別な事情がある場合、月100時間未満かつ年�60時間（いずれ休日労
働ؚΉ）ˎ例外あり

○地Ҭҩྍ֬保の定特例ਫ४（#ਫ४・࿈ܞ#ਫ४）および
○集中的ٕ上ਫ४（$ਫ४）

36協定に定めることのできる上限時間として、月100時間未満かつ年1860時間（い
ずれ休日労働ؚΉ）ˎ例外あり
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༷ࣜ第̕߸（第1�条第１߲ؔ） 時間外労働
休 日 労 働�にؔ

事業の種類 事業の名称

金属製品製造業 ○○金属工業株式会社 ○○工場

時

間

外

労

働

時間外労働をさせる
必要のある具体的事由 業務の種類

労働者数
満  18 歳
以上の者

① 下記②に該当しない労働者

受注の集中 設計 10人
臨時の受注、納期変更 機械組立 20人
製品不具合への対応 検査 10人

② １年単位の変形労働時間制
により労働する労働者

月末の決算事務 経理 ５人
棚卸 購買 ５人

休
日
労
働

休日労働をさせる必要のある具体的事由 業務の種類
労働者数
満  18 歳
以上の者

受注の集中 設計 10人

臨時の受注、納期変更 機械組立 20人

上記で定める時間数にかかわらず、時間外労働及び休日労働を合算した時間数は、１箇月について

協定のཱ݄日ɹɹɹ˓˓˓˓ɹ�̏�ɹ݄ɹɹ１̎ɹɹ日
協定の事者である労働合（事業場の労働者のա数で৫する労働合）の໊শຢは労働者のա数
協定の事者（労働者のա数を代දする者の場合）のબग़方法（ɹɹɹථによるબڍɹɹɹ）
上ه協定の事者である労働合が事業場のશての労働者のա数で৫する労働合であるຢは上ه協定

上ه労働者のա数を代දする者が、労働基準法第41条第̎߸に規定するಜຢはཧのҐにある者
によるखଓによりબग़͞れた者であつて使用者の意に基ͮきબग़͞れたのでないこと。☑（νΣο
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ˓˓˓˓ɹ�̏�ɹ݄ɹɹ１５ɹɹ日
ɹɹɹɹɹɹ˓˓˓ɹ労働基準ಜॺ఼

ú6ڠ定ಧのྫࡌه
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༷ࣜ第̕߸（第1�条第１߲ؔ） 時間外労働
休 日 労 働�にؔ

事業の種類 事業の名称

金属製品製造業 ○○金属工業株式会社 ○○工場

時

間

外

労

働

時間外労働をさせる
必要のある具体的事由 業務の種類

労働者数
満  18 歳
以上の者

① 下記②に該当しない労働者

受注の集中 設計 10人
臨時の受注、納期変更 機械組立 20人
製品不具合への対応 検査 10人

② １年単位の変形労働時間制
により労働する労働者

月末の決算事務 経理 ５人
棚卸 購買 ５人

休
日
労
働

休日労働をさせる必要のある具体的事由 業務の種類
労働者数
満  18 歳
以上の者

受注の集中 設計 10人

臨時の受注、納期変更 機械組立 20人

上記で定める時間数にかかわらず、時間外労働及び休日労働を合算した時間数は、１箇月について

協定のཱ݄日ɹɹɹ˓˓˓˓ɹ�̏�ɹ݄ɹɹ１̎ɹɹ日
協定の事者である労働合（事業場の労働者のա数で৫する労働合）の໊শຢは労働者のա数
協定の事者（労働者のա数を代දする者の場合）のબग़方法（ɹɹɹථによるબڍɹɹɹ）
上ه協定の事者である労働合が事業場のશての労働者のա数で৫する労働合であるຢは上ه協定

上ه労働者のա数を代දする者が、労働基準法第41条第̎߸に規定するಜຢはཧのҐにある者
によるखଓによりબग़͞れた者であつて使用者の意に基ͮきબग़͞れたのでないこと。☑（νΣο
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ˓˓˓˓ɹ�̏�ɹ݄ɹɹ１５ɹɹ日
ɹɹɹɹɹɹ˓˓˓ɹ労働基準ಜॺ఼

ú6ڠ定ಧのྫࡌه
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する協定ಧのࡌه例

事業の所在地（電話番号） 協定の有効期間
（〒○○○―○○○○）
○○市○○町１－２－３（電話番号：○○○－○○○○－○○○○） ○○○○年４月１日から１年間

所定労働時間
（１日）
（任意）

延長することができる時間数

１日
１箇月（①については45時
間まで、②については42時
間まで）

１年（①については360時間ま
で、②については320時間まで）
起算日

（年月日）○○○○年４月１日

法定労働時間を
超 え る 時 間 数

所定労働時間を
超 え る 時 間 数

（任意）
法定労働時間を
超 え る 時 間 数

所定労働時間を
超 え る 時 間 数

（任意）
法定労働時間を
超 え る 時 間 数

所定労働時間を
超 え る 時 間 数

（任意）
7.5時間 ３時間 3.5時間 30時間 40時間 250時間 370時間
7.5時間 ２時間 2.5時間 15時間 25時間 150時間 270時間
7.5時間 ２時間 2.5時間 15時間 25時間 150時間 270時間

7.5時間 ３時間 3.5時間 20時間 30時間 200時間 320時間
7.5時間 ３時間 3.5時間 20時間 30時間 200時間 320時間

所定休日
（任意）

労働させることができる
法 定 休 日 の 日 数

労 働させることが できる法 定
休日における始業及び終業の時刻

土日祝日 １か月に１日 8：30～17：30

土日祝日 １か月に１日 8：30～17：30

100時間未満でなければならず、かつ２箇月から６箇月までを平均して80時間を超過しないこと。☑
（チェックボックスに要チェック）

を代දする者の

の事者である労働者のա数を代දする者が事業場のશての労働者のա数を代දする者であること。☑
（νΣοΫϘοΫεに要νΣοΫ）

でな͘、かつ、ಉ法に規定する協定等をする者をબग़することを明らかにして実͞ࢪれるථ、ڍख等の方法
ΫϘοΫεに要νΣοΫ）
使用者ɹɹɹɹɹ৬໊ɹ�場�
ɹɹɹɹɹɹɹɹ໊ࢯɹాதଠ

労働保険番号
法人番号

৬໊ɹࠪݕ՝ओ
ࢠՖాࢁɹ໊ࢯ

臨時的な特別の事情があるため、原則となる時間外労働の限度時間（月45時間・
年360時間）を超えて時間外労働を行う必要がある場合は、特別条項付き協定
届（様式第９号の２）の記載例を、厚生労働省ホームページよりご参照ください。
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時間外労働、深夜労働、休日労働の割増賃金

法定の割増賃金（労働基準法第37条）

◆時間外労働と割増賃金
１週間の労働時間が40時間（特例対象事業場は44時間）を超え、または１日の
労働時間が８時間を超えた労働（時間外労働）に対して、使用者は普通に労働し
たときの２割５分増以上の割増賃金を支払わなければなりません。

月60時間を超える時間外労働には、５割増以上の割増賃金を支払わなければな
りません。この法定割増賃金率の引上げは、中小企業についても令和５年４月１
日より適用されています。
なお、労使協定を締結すれば、引上げ分の割増賃金の支払いに代えて有給の休

暇を付与する制度（代替休暇）を設けることができます。ただし、代替休暇を取
得するか否かは労働者の意思によります。
◆深夜労働と割増賃金
午後10時から午前５時までの間に労働した場合（深夜労働）は、２割５分増以

上の割増賃金を支払わなければなりません。
◆休日労働と割増賃金
法定休日に労働した場合（休日労働）は、３割５分増以上の割増賃金を支払わ

なければなりません。

○いわゆる固定残業代制について
固定残業代制（定額残業代、みなし割増賃金等）は、実際に残業したか否かに

かかわらず、一定時間の残業等（時間外・深夜・休日労働など）の割増賃金を定
額で支給する制度をいいます。
使用者は求人募集の段階で、固定残業代を除いた基本給の額や、固定残業代にあ

たる労働時間数と金額等の計算方法を明示する必要があります（参考：厚生労働省
IUUQT���XXX�NIMX�HP�KQ�pMF����4FJTBLVKPVIPV�11�������4IPLVHZPVBOUFJLZPLV�����1�4����QEG）。
また、実際に働いた残業等の時間数について労働基準法や就業規則等の割増率

を適用して計算した金額が、固定残業代の支給額を上回る場合には、その差額を
支払わなければなりません。

法定の割増賃金法定の割増賃金

割増賃金の計算の基礎から除外されるもの（限定列挙）
①Ոख当、②௨ۈख当、ᶅ別ډख当、ᶆڭঁࢠҭख当、ᶇॅख当、ᶈ臨時にࢧわれた金（݁ࠗ
祝金なͲ）、ᶉ１か月を超える期間ごとにࢧわれる金（༩なͲ）
　ただし、Ոख当、௨ۈख当、ॅख当であͬて、Ͳの労働者にҰに決まͬた金ֹがࢧわれ
る場合には、ׂ૿金のૅجとして算ೖします。
˞在ۈ務をする労働者に༻者からڅࢧされる、いわΏる在ۈ務ख当について、ׂ૿金の算定ج

ૅからআ外することができる場合の௨ୡ（ྩ６年４月５日0405ൃج第６号）がある。
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時間外労働、深夜労働、休日労働の割増賃金

法定の割増賃金（労働基準法第37条）

◆時間外労働と割増賃金
１週間の労働時間が40時間（特例対象事業場は44時間）を超え、または１日の
労働時間が８時間を超えた労働（時間外労働）に対して、使用者は普通に労働し
たときの２割５分増以上の割増賃金を支払わなければなりません。

月60時間を超える時間外労働には、５割増以上の割増賃金を支払わなければな
りません。この法定割増賃金率の引上げは、中小企業についても令和５年４月１
日より適用されています。
なお、労使協定を締結すれば、引上げ分の割増賃金の支払いに代えて有給の休

暇を付与する制度（代替休暇）を設けることができます。ただし、代替休暇を取
得するか否かは労働者の意思によります。
◆深夜労働と割増賃金
午後10時から午前５時までの間に労働した場合（深夜労働）は、２割５分増以

上の割増賃金を支払わなければなりません。
◆休日労働と割増賃金
法定休日に労働した場合（休日労働）は、３割５分増以上の割増賃金を支払わ

なければなりません。

○いわゆる固定残業代制について
固定残業代制（定額残業代、みなし割増賃金等）は、実際に残業したか否かに

かかわらず、一定時間の残業等（時間外・深夜・休日労働など）の割増賃金を定
額で支給する制度をいいます。
使用者は求人募集の段階で、固定残業代を除いた基本給の額や、固定残業代にあ

たる労働時間数と金額等の計算方法を明示する必要があります（参考：厚生労働省
IUUQT���XXX�NIMX�HP�KQ�pMF����4FJTBLVKPVIPV�11�������4IPLVHZPVBOUFJLZPLV�����1�4����QEG）。
また、実際に働いた残業等の時間数について労働基準法や就業規則等の割増率

を適用して計算した金額が、固定残業代の支給額を上回る場合には、その差額を
支払わなければなりません。

割増賃金の計算の基礎から除外されるもの（限定列挙）
①Ոख当、②௨ۈख当、ᶅ別ډख当、ᶆڭঁࢠҭख当、ᶇॅख当、ᶈ臨時にࢧわれた金（݁ࠗ
祝金なͲ）、ᶉ１か月を超える期間ごとにࢧわれる金（༩なͲ）
　ただし、Ոख当、௨ۈख当、ॅख当であͬて、Ͳの労働者にҰに決まͬた金ֹがࢧわれ
る場合には、ׂ૿金のૅجとして算ೖします。
˞在ۈ務をする労働者に༻者からڅࢧされる、いわΏる在ۈ務ख当について、ׂ૿金の算定ج

ૅからআ外することができる場合の௨ୡ（ྩ６年４月５日0405ൃج第６号）がある。
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残業（時間外労働）、深夜労働、休日労働の割増

◆ॴ定労働時間̓時間、時څøù00ԁ、ཌ日͕ॴ定労働日の߹

残残業業

法定労働࣌ （ؒ࣌�ؒ）
���� 1���� 1���� ����� ���� ཌே����

ॴఆ労働ʢ休ؒ࣌̍ܜʣ

1څ࣌���ԁ

ॴఆ֎労働

�ׂ�૿Ҏ্
（�ׂ૿Ҏ্）

1څ࣌���ԁҎ্
1څ࣌）���ԁҎ্）

1څ࣌���ԁҎ্
1�څ࣌）��ԁҎ্）

�ׂ૿Ҏ্
（�ׂ�૿Ҏ্）

（法ۀ）
意˞1

˞1

ׂ૿߹ܭ

ɹɹɹɹɹɹɹ業

労働　�ׂ�૿Ҏ্（�ׂ૿Ҏ্˞�）֎ؒ࣌

ਂ労働　�ׂ�૿Ҏ্

���� ����� ���� ཌே����

๏ఆ休

�ׂ�૿Ҏ্

1څ࣌���ԁҎ্ 1څ࣌���ԁҎ্
1�څ࣌）��ԁҎ্）

1څ࣌���ԁҎ্

�ׂ૿Ҏ্
（�ׂ�૿Ҏ্）�ׂ૿Ҏ্

労働　�ׂ�૿Ҏ্ٳ

ॴఆ労働ʢؒ࣌֎ʣ

労働　�ׂ�૿Ҏ্֎ؒ࣌
（�ׂ૿Ҏ্）

ਂ労働　�ׂ�૿Ҏ্ׂ૿߹ܭ

・ཌ日が法定休日の場合、0：00ʙཌே�：00までは休日労働（̏割５分増Ҏ上）と深夜労
働（̎割５分増Ҏ上）の計̒割増Ҏ上の割増賃金が必要です。

◆休日労働、時څøù00ԁ、ཌ日͕ॴ定労働日の߹

法定労働࣌ （ؒ࣌�ؒ）
���� 1���� 1���� ����� ���� ཌே����

ॴఆ労働ʢ休ؒ࣌̍ܜʣ

1څ࣌���ԁ

ॴఆ֎労働

�ׂ�૿Ҏ্
（�ׂ૿Ҏ্）

1څ࣌���ԁҎ্
1څ࣌）���ԁҎ্）

1څ࣌���ԁҎ্
1�څ࣌）��ԁҎ্）

�ׂ૿Ҏ্
（�ׂ�૿Ҏ্）

（法ۀ）
意˞1

˞1

ׂ૿߹ܭ

ɹɹɹɹɹɹɹ業

労働　�ׂ�૿Ҏ্（�ׂ૿Ҏ্˞�）֎ؒ࣌

ਂ労働　�ׂ�૿Ҏ্

���� ����� ���� ཌே����

๏ఆ休

�ׂ�૿Ҏ্

1څ࣌���ԁҎ্ 1څ࣌���ԁҎ্
1�څ࣌）��ԁҎ্）

څ࣌
1���ԁ

Ҏ্

�ׂ૿Ҏ্
（�ׂ�૿Ҏ্）

�ׂ૿
Ҏ্

労働　�ׂ�૿Ҏ্ٳ

ॴఆ労働ʢؒ࣌֎ʣ

労働　�ׂ�૿Ҏ্֎ؒ࣌
（�ׂ૿Ҏ্）

ਂ労働　�ׂ�૿Ҏ্ׂ૿߹ܭ

˞１ 法定労働時間Λ͑ͳい残業
１日のॴ定労働時間が̓時間の事業場の場合、１時間残業したときなどのよ͏に、法定労働
時間（１日８時間）を超えない分の残業（いわΏる法残業）については、使用者は割増賃金
の支払ٛはありませんが、その取ѻいや割増率を労働ܖ、就業規則、労働協で定Ίて
お͘必要があります。
˞２ 月60時間Λ͑る時間外労働にରする割増賃金
ਤத（ ）は、݄�0時間を超える時間外労働に対する賃金の割増率ٴͼその割増率によ

り計算した時給額
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Έͳ͠労働時間制（ࣄ業外労働ɾྔࡋ労働制）と

ɹみなし労働時間制とは、外ۈのӦ業৬など労働時間のѲがࠔな業や労働
者のྔࡋによる労働について、その日の実際の労働時間にかかわらず、あらか͡
Ί定Ίておいた時間労働したのとみなす制度です。
業外労働にؔするΈͳ͠労働時間制（労働基準法第úÿ条の̎）ࣄ◆
ɹ労働者が業のશ෦または一෦を事業場外で労働し、労働時間の算定がࠔな
場合に、ݪ則としてॴ定労働時間労働したのとみなす制度です。
ɹただし、ॴ定労働時間を超えて事業場外で労働することが必要な場合には、ʮそ
の業のߦに通ৗ必要と͞れる時間ʯ（労使協定がある場合は協定で定Ίた時
間）労働したのとみなします。みなし労働時間が法定労働時間を超える場合は、
労働基準ಜॺに3�協定のಧग़を͏ߦ必要があり、割増賃金の支払必要です。
ɹなお、事業場外の労働であͬて、ਵ時使用者のࢦ示をडけながら労働してい
る場合や事業場外での業の۩ମతࢦ示をडけて業にै事し、その後にࣾؼす
る場合など、使用者のྩ໋شࢦがٴんでいる場合には、労働時間の算定がՄな
ので、みなし労働時間制は適用できません。
労働制（ӈϖʔδ参র）ྔࡋ◆
ɹ業のߦख段や時間分について、労働者のྔࡋにҕͶ、労使の合意で定Ί
た時間を労働したのとみなす制度です。この制度をಋೖする場合は、定Ίられ
た要݅のとで一定のखଓをܦる必要があります。
ᶃઐ業ྔࡋܕ労働制
ɹ�ɹ業のੑ࣭上、業ߦのख段や方法、時間分等をେ෯に労働者のྔࡋに
ҕͶる必要がある業として厚生労働省ྩ等で定Ίる業が対象です。労使協
定の締結・ಧग़が必要で、その業にै事する労働者は、協定で定Ίた時間を
労働したのとみな͞れます。
ᶄ企ը業ྔࡋܕ労働制
ɹ�ɹ事業ӡӦにؔするاը、ཱҊ、ௐࠪٴͼ分ੳの業であͬて、業のੑ࣭上
そのߦ方法をେ෯に労働者のྔࡋにҕͶる必要がある場合にಋೖでき、労使
ҕһձܾٞで定Ίた時間を労働したのとみな͞れます。

のࡌهについては、ӈϖʔδ（ߦࢪ݄̒̐１日ྩ）示のվਖ਼ࠂ・労働制にかかる省ྩྔࡋ
΄か、ৄࡉは厚生労働省ϗʔϜϖʔδ等を͝参র͘だ͞い。
ʮྔࡋ労働制の֓要ʯ
IUUQT���XXX�NIMX�HP�KQ�TUG�TFJTBLVOJUTVJUF�CVOZB�LPZPV@SPVEPV�SPVEPVLJKVO�SPVEPV[JLBO�TBJSZP�IUNM
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種　類 ઐ業務ྔࡋܕ労働制 労働制ྔࡋܕը業務ا

法のࠜڌ 労働ج४法第38条の３ 労働ج४法第38条の４

対事業場 制限なし 対業務がଘ在する事業場

対  業 務 ①৽品・৽ٕज़のڀݚ։ൃ
②情ใॲ理γスςムのੳ設計
ᶅऔࡐ・ฤ集
ᶆ৽σβΠϯのߟҊ
ᶇϓϩσϡーαー・σΟϨクλー
ᶈ厚生労働େਉࢦ定業務

事業ӡӦにؔする事項についてのا
ը・立Ҋ・ௐ査・ੳ業務であͬて、
業務のੑ࣭上これをదに行するに
は、ͦの行ํ法を労働者のྔࡋにҕ
Ͷる必要があるため、業務行खஈ及
び時間の決定にؔし༻者が具
体的なࣔࢦをしないこととする業務

対労働者 対業務にৗଶとしてै事する者
˞対労働者のݸ別ಉ意がલఏ

対業務をదに行するためのࣝ・経
を（ݧ５年ఔ度の৬務経ޙେֶଔ業）ݧ
有し、対業務にৗଶとしてै事する者
ˎ対労働者のݸ別ಉ意がલఏ

ಋ ೖ 条 ݅ 過数労働組合または過数ද者と
の労協定のక݁と労働ج४ಜॺへ
の届ग़

労ҕһ会（労働者දҕһが数を
めている）のҕһの５の４以上のଟ数
による決ٞと労働ج४ಜॺへの届ग़

協定・決ٞ
事 項

ಋ ೖ 効 Ռ 対業務にबかせた場合は、労協定で
定める時間を労働したのとΈなす

労ҕһ会の決ٞで定める時間を労働
したのとΈなす

２つのྔࡋ労働制の͋らま͠２つのྔࡋ労働制の͋らま͠２つのྔࡋ労働制の͋らま͠

	ίϐーϥΠλー、γスςムίϯαϧλϯτ、ΠϯςϦΞ
ίーσΟωーλー、ήーム༻ιϑτェΞの࡞、ূ ݊Ξ
φϦスτ、金༥品։ൃ、େֶでのڭतڀݚ、.�"Ξυ
όΠβʔ、ެ ೝ会計࢜、หݐ、࢜ޢங࢜	Ұڃ、ೋڃ、
造
、不ಈؑ࢈定࢜、ห理࢜、੫理࢜、中খا業அ࢜


ଠࣈ੍վਖ਼に͍ྩ݄̒̐�よΓద用の事߲Ͱ͢ɻ

①対業務　
②Έなし労働時間
ᶅ対業務の行खஈ、時間の決定に

ؔし具体的なࣔࢦをしないこと
ᶆ対労働者のঢ়گに応͡た݈߁・֬ࢱ保のાஔ
ᶇ対労働者からのۤ情ॲ理のાஔ
ᶈ労働者のಉҙを得る͜と
ᶉಉҙ͠ͳ͍労働者にର͢るෆརӹ取ѻ͍のࢭې
ᶊಉҙのఫճのखଓ
˔ͦのଞ厚生労働省ྩで定める事項

①対業務
②対労働者のൣғ
ᶅΈなし労働時間
ᶆ対労働者のঢ়گに応͡た݈߁・֬ࢱ保のાஔ
ᶇ対労働者からのۤ情ॲ理のાஔ
ᶈ労働者のಉ意をಘること
ᶉಉ意しない労働者に対する不རӹऔѻいのࢭې
ᶊಉҙのఫճのखଓ
ᶋ賃金・ධՁ੍をม͢ߋる߹に労ҕһ
ձにઆ໌を行う͜と

˔ͦのଞ厚生労働省ྩで定める事項
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間Πϯλʔόϧ制ۈϓϩϑΣογϣφϧ制ʗߴ

ϓϩϑΣογϣφϧ制ߴ

働き方վֵؔ࿈法により、労働基準法第41条の̎において、ଟ༷でॊೈな働き
方の実ݱとしてʮߴ度ϓϩϑΣογϣφϧ制度ʯが規定͞れました。
のઐతࣝを有し、৬のൣғが明֬でҰ定の年ऩཁ݅（গな͘とߴ

107�ສԁҎ上であること）をຬたす労働者を対象に、労ҕһձのܾٞٴͼ労
働ऀຊਓのಉҙを前ఏとして、間104日Ҏ上の休日֬อાஔや݈߁ཧ時間の
ঢ়گにԠ͡た݈߁・֬ࢱอાஔ等をߨずることにより、労働基४法に定Ίられ
ͨ労働時間、休ܜ、休日ٴͼ深夜の割増賃金にؔするن定Λ適用͠ͳい制度です。
なお、࣍有給休暇の規定は適用͞れます。
対象業は、ߴ度のઐతࣝ等を必要とし、ैͨ͠ࣄ時間とՌとのؔ࿈ੑ

͕௨ৗ͘ߴͳいとೝΊられる業として、ᶃ金༥の։ൃ業、ᶄ金༥の
σΟʔϦϯά業、ᶅΞφϦετの業（ا業・ࢢ場等のߴ度な分ੳ業）、ᶆ
ίϯαϧλϯτの業（事業・業のاըӡӦにؔするߴ度な考Ҋまたはॿݴの
業）、ᶇڀݚ։ൃ業と規定͞れていますが、ै事する時間にؔし、使用者か
ら۩ମతなࢦ示をडけて͏ߦのはؚまれません。

間Πϯλʔόϧ制ۈ

働͘人が生׆時間やਭ時間を֬อできるよ͏、労働時間等設定վળ法では、
１日のۈऴྃ後、ཌ日の࢝業時ࠁまでの間に一定時間Ҏ上の休ଉ時間（Πϯλʔ
όϧ時間）を設けることを事業ओのྗٛとしています。

ϓϩϑΣογϣφϧ制ߴϓϩϑΣογϣφϧ制ߴ

間Πϯλʔόϧ制ۈ間Πϯλʔόϧ制ۈ

ʲ例　11時間以上の休ଉ時間を֬保するため、始業時刻を܁り下͛る場合ʳ
務終ྃ 20：00 ௨ৗの始業時刻 �：00ۈ

20：00に
務終ྃۈ
した日

務ۈ 休ଉ時間　13時間 務ۈ

始業時刻を܁り下͛
務終ྃ 24：00 11：00ۈ

24：00に
務終ྃۈ
した日

務ۈ 休ଉ時間　11時間 務ۈ

務終ྃ時間にかかわらず、設定した時間以上の休ଉ時間を֬保ۈ˛
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した日

務ۈ 休ଉ時間　13時間 務ۈ
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労働時間の適ਖ਼ͳѲのͨΊに用ऀ͕ͣߨ͖ાஔにؔする
ΨΠυϥΠϯについてʻཁࢫʼ ʻฏ��１݄�0日基ൃ01�0第̏߸ʼ

１ ΨΠυϥΠϯのରとͳる労働ऀ
ɹ労働基準法第41条に定Ίる者ٴͼみなし労働時間制が適用͞れる労働者を除
͘すての労働者。適用͞れない労働者について適な労働時間ཧを͏ߦ
があると͞れている。

２ 労働時間のํ͑ߟ
使用者のྩ໋شࢦԼにஔかれている時間のことで、؍٬తにݟて、労働者の

。ҝが使用者からٛ付けられたのといえるか否か等によͬてஅ͞れるߦ
労働時間に֘する例として、
ᾇ 業に必要な準උߦҝや業ऴྃ後の業にؔ࿈した後࢝を事業場で
た時間ͬߦ
ᾈ いわΏるख時間（使用者のࢦ示があͬた場合にはଈ時に業ै事が求Ί
られ、労働からのがอো͞れていないػ時間）
ᾉɹ参Ճが業上ٛ付けられているݚम・ڭҭ܇࿅のडߨ、使用者のࢦ示に
より業に必要なֶश等をͬߦていた時間

３ 労働時間の適ਖ਼ͳѲのͨΊに用ऀ͕ͣߨ͖ાஔ
ᾇ 使用者は、労働者の労働日͝との࢝業・ऴ業時ࠁを֬ೝし、هすること
ᾈ 方法は、ݪ則として使用者ࣗらݱೝするか、λΠϜΧʔυ・*$Χʔυ等の
を基ૅとすることهతな؍٬
ᾉ やΉを得ずࣗݾਃࠂ制をとる場合は、
˓労働者に、適ਖ਼にࣗݾਃࠂを͏ߦことなどについてे分なઆ明を͏ߦこと
˓実際に労働時間をཧする者に対して、本ΨΠυϥΠϯにैいߨずきા
ஔについてे分なઆ明を͏ߦこと
˓必要にԠ͡て実ଶௐࠪを実ࢪし、ॴ要の労働時間のิਖ਼をすること
した労働時間を超えて事業場にいる時間について、そのཧ༝等ࠂਃݾࣗ˓
を労働者にใ͞ࠂせる場合には、ใࠂが適ਖ਼にߦわれているかについて֬
ೝすること
を設けるなど労働時間の適ਖ਼なݶできる時間外労働の時間数に上ࠂਃݾࣗ˓
ਃࠂを્するાஔを͡ߨないこと

ᾊ 賃金ாの適ਖ਼なௐ
ᾋ 労働時間のهにؔするॻྨのอଘ
ᾌ 労働時間等設定վળҕһձ等の׆用

労働時間の適ਖ਼ͳѲのͨΊに用ऀ͕ͣߨ͖ાஔにؔす労働時間の適ਖ਼ͳѲのͨΊに用ऀ͕ͣߨ͖ાஔにؔす
ΨΠυϥΠϯについてʻཁࢫΨΠυϥΠϯについてʻཁࢫ

労働時間の適ਖ਼ͳѲのͨΊに
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෭業ɾ݉業ʗςϨϫʔΫ

෭業ɾ݉業に͓͚る労働時間ཧ

෭業・݉業をرする者が増Ճにあるத、厚生労働省では෭業ɾ݉業のଅ
ਐにؔするΨΠυϥΠϯ（࠷ऴվ定ྩ݄̐̓）により、෭業・݉業に҆৺し
て取りΊるよ͏、労働時間ཧや݈߁ཧについて示しており、労働者が事業
ओをҟにするෳ数の事業場で労働する場合には、֤用ऀ労働基४法ୈúÿୈ
１߲に基͖ͮ、労働時間Λ௨算͠てཧする͜と͕ඞཁͰ͋るとしています。
○労働時間の௨算にかかるཹҙ
・֤事業場においてʮ労働基準法に定Ίられた労働時間規制が適用͞れる労働者ʯ
に֘する場合に、労働時間が通算͞れる。
・法定労働時間、上ݶ規制（୯݄100時間ະຬ、ෳ数݄ฏ�0ۉ時間Ҏ）について、
労働時間を通算して適用͞れる。
○時間外労働の割増賃金のऔѻい
たとえば、̖ࣾのとで働͘労働者が、後から̗ࣾと労働ܖを結んだ場合、

̎ࣾのॴ定労働時間を通算して法定時間外労働に֘する෦分があれば、後から
労働ܖを結んだ̗ࣾに、法定の割増賃金の支払いٛがあります。
一方、෭業・݉業の։࢝後は、֤ࣾでॴ定外労働が生͡た場合に、法定時間外

労働に֘する෦分があれば、厚生労働省で定Ίるϧʔϧにैͬて、̖ࣾまたは
̗ࣾより法定の割増賃金が支払われます。
ΨΠυϥΠϯでは、上هの方法による΄か、より؆ศな労働時間ཧの方法（
ཧϞσϧ）ఏ示しています。

ςϨϫʔΫに͓͚る労働時間ཧ

ςϨϫʔΫ（労働者がใ通৴ٕज़をར用して͏ߦ事業場外ۈ）（˞）は、
働͘時間や場ॴをॊೈに׆用できる働き方として、ؔ৺がߴまͬています。
厚生労働省がࡦ定したςϨϫʔΫの適ͳಋೖٴͼ࣮ࢪのਪਐのͨΊのΨΠυ

ϥΠϯ（࠷ऴվ定ྩ݄̏̏）では、労働時間ཧについて、ʮ労働時間の適
ਖ਼なѲのたΊに使用者がߨずきાஔにؔするΨΠυϥΠϯʯ（40ϖʔδ参র）
౿まえた使用者の対Ԡとして、۩ମతな方法やཹ意、ςϨϫʔΫに特有の事
象（தൈけ時間、時間労働対ࡦ等）の取ѻいなどを示しています。
˞ʮࣗӦܕςϨϫʔΫʯ（ෛܖ等）と۠ผ͞れ、ʮޏ用ܕςϨϫʔΫʯとい͏場合あります。

෭業ɾ݉業に͓͚る労働時間ཧ෭業ɾ݉業に͓͚る労働時間ཧ

ςϨϫʔΫに͓͚る労働時間ཧςϨϫʔΫに͓͚る労働時間ཧ
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গ者（ຬ1ࡀ�ະຬの者）の場合には、݈ の໘で༷ʑなが生͡るたΊ、労ࢱや߁
働基準法第̒ষ（第��条ʙ第�4条）にอޢ規定を設けています。時間外労働の制ݶなど、
ओなのは࣍のとおりです。

年গऀの時間外ɾ休日労働の制限（労働基準法第�0条）
গ者には、ࡂ等によりྟ時の必要があり、労働基準ಜॺのڐՄをडける場合

などを除き、時間外・休日労働をߦわせることはできません。
なお、週44時間の特例ાஔ対象事業場においては、গ者は特例の適用除外となりま
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。࿅をडけるগ者については例外規定あります܇

年গऀのূ໌ॻ（労働基準法第�7条）

গ者をอޢするたΊ、使用者はগ者を使用する場合、そのྸをূ明するॅຽථ
。事߲のূ明ॻ等を事業場にඋえ付けることがٛ付けられていますࡌه

年গऀの時間外ɾ休日労働の制限年গऀの時間外ɾ休日労働の制限

年গऀの深夜業の制限年গऀの深夜業の制限

年গऀのݥة༗業のब業制限年গऀのݥة༗業のब業制限

年গऀのূ໌ॻ年গऀのূ໌ॻ

年গऀの労働基४法上のอنޢ定
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年࣍༗څ休Ջ

ॴ定労働日において、労働者がࣗ分の休みたいときに有給で休Ίる制度として、
労働基準法第3�条において年࣍༗څ休Ջ（休）を定Ίています。

◆年࣍༗څ休Ջのൃੜཁ݅と༩日
使用者は、そのޏೖれの日からى算して̒か月間ܧଓۈ͠、ब業نଇͰ定Ί

られͨશ労働日の̔割以上ग़ͨ͠ۈ労働ऀにର͠て、ø0日間の年休Λ༩͑ͳ͚れ
ͳらͣ、Ҏ後は、ӈϖʔδのදのとおり増えて�0ߴ࠷日まで与えなければなりません。
これは労働基準法で定Ίられた࠷付与日数なので、それҎ上の日数を与えている
ձࣾあります。休の時ޮは̎間で、そのに残ͬた分はཌで取得できます。
ཧಜ者や有ޏظ用労働者要݅をຬたせば休を取得できます。
また、休はॴ定労働日数にԠ͡て付与͞れ（ൺྫ༩）、ύʔτλΠϜ労働者で

あͬて要݅をຬたせば付与͞れます。なお、ॴ定労働時間が週30時間Ҏ上または
ॴ定労働日数が週５日（または�17日）Ҏ上の場合は、ύʔτλΠϜ労働者で一
ൠの労働者とಉ͡日数が与えられます（ӈϖʔδ参র）。

◆年࣍༗څ休Ջのऔಘํ法
休を取得するには労働者が前ͬて休Ή日を使用者にਃしग़なければなりませ

ん（時ࢦق定）。使用者は、労働者の休Ήཧ༝によͬて休を与えないことはできま
せんが、事業のਖ਼ৗなӡӦをげる場合にݶり、時قをมߋすることができます（時
。（ݖߋมق
休は日୯Ґで取得することがݪ則ですが、労使協定（30ϖʔδ参র）を締結し

た場合には、１に５日Ҏのൣғにおいて、時間୯Ґでの休を取得することがで
きます（時間୯Ґ年休）。日୯Ґの休は、使用者がಉ意すれば、時間୯Ґ休の
労使協定が結ばれていな͘て取得できます（日୯Ґ年休）。
また、休のফԽをଅਐするたΊ、５日を超える休日については、労使協定で

時قを定Ίて計ըతに付与することできます（計ը年休）。

◆年５日の年࣍༗څ休Ջの࣮֬ͳऔಘ
使用者は、年ø0日以上の年休（લ年からの܁ӽ日ؚまͳい）͕༩される

労働ऀにର͠て、༩日から１年以に、年休日の͏ͪ５日について、労働ऀ
のҙݟΛௌいて、用ऀ͕時قΛࢦ定͠てऔಘさͤる͜と͕ඞཁです。
労働者がࣗらਃしग़て取得した日数や計ը休については、上５ه日から߇除でき

ます。
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年࣍༗څ休Ջの༩日

िॴ定労働日͕５日以上まͨिॴ定労働時間͕ú0時間以上の労働ऀ

िॴ定労働日͕４日以Լかつिॴ定労働時間͕ú0時間ະຬの労働ऀʤൺྫ༩ʥ

年࣍༗څ休Ջの༩日年࣍༗څ休Ջの༩日

務年数ۈଓܧ 0.5 1.5 2.5 3.5 4.5 5.5 6.5以上

付༩日数 10 11 12 14 16 18 20

ि所定
労働日数

１年間の所定
労働日数

務年数ۈଓܧ

0.5 1.5 2.5 3.5 4.5 5.5 6.5以上

４日 16�日～216日 7 8 � 10 12 13 15

３日 121日～168日 5 6 6 8 � 10 11

２日 73日～120日 3 4 4 5 6 6 7

１日 48日～72日 １ 2 2 2 3 3 3

ˎද中のଠでғͬた෦に該当する労働者はʮ年５日の年休の࣮֬なऔಘʯ（ࠨページ参照）の対となります。
へのొ༻は、࣮࣭的には労働ؔ༺ޏنύーτ労働者のਖ਼༺ޏ࠶務年数について、定年ୀ৬者のۈଓܧˎ

。務年数を௨算しなければなりませΜۈଓしているとೝめられるので、ͦのܧが

金賃の日ಘऔ休年◆ は、使用者は就業規則等の定Ίによͬて、ᶃฏۉ賃金（�0ϖʔ
δ参র）、ᶄॴ定労働時間労働した場合に支払われる通ৗの賃金、ᶅ݈߁อݥ法に
規定するඪ準ใु݄額の30分の１に૬する金額（労使協定が必要）のいずれか
を支払͏ことと͞れています。
˗使用者は休を取得した労働者に対して、与のΧοτなどෆརӹͳऔѻいΛ͠
ͳいよ͏に͠ͳ͚れͳりまͤΜ（労働基準法ෟ則第13�条）。

˓休Ջにؔする߲ࣄब業نଇのઈରతඞཁ߲ࣄࡌهですから、使用者による休の時ࢦق
定を実ࢪする場合は、時ࢦق定の対象となる労働者のൣғٴͼ時ࢦق定の方法等について、
就業規則にࡌهしなければなりません。
ͼ基४日Λ労働ऀ͝とに໌らかにͨ͠ॻٴ日、ق用ऀ、時˓ （ྨ年࣍༗څ休Ջཧ）
Λ࡞͠ͳ͚れͳりまͤΜ。この࣍有給休暇ཧは、労働者໊や賃金ாと合わせ
て࡞することできます。
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ੑผによるࠩผのࢭې

ɹ働͘人がੑผにより差ผ͞れることな͘、そのྗをे分にൃشできるޏ用ڥ
をඋすることは、কདྷにわたͬてࣾࡁܦձのྗ׆をҡ࣋してい͘上で、ますます
ॏ要な՝となͬています。
労働基४法ୈ４Ͱ、ঁੑͰ͋る͜とΛཧ༝と͠て、賃金について、உੑとࠩ

ผతऔѻいΛ͠てͳらͳいと定Ίています。賃金にؔしては、૯合৬や一ൠ৬な
ど৬छによͬてҟなͬた賃金ମܥをとるなど、実際には、உঁ間の賃金֨差がঁੑ
であることをཧ༝とする差ผかど͏かஅしに͘い場合あります。賃金をܾΊる
ときには、事のқ度やٕज़などの؍٬త合ཧతな基準によͬて、֤労働者の
ྗがධՁ͞れるよ͏にしましΐ͏。
◆ʮஉঁの賃金のࠩҟʯのใެද（ྩ݄̐̓８日ߦࢪ）
༂にؔするใެදを一定の規の事業ओにٛ付׆༂ਪਐ法ではঁੑの׆ੑঁ

けていますが、その߲にஉঁ労働者の賃金の差ҟがՃ͞れています。
ৗ時ޏ用する労働ऀ͕ú0øਓ以上のࣄ業ओެද͕ඞཁです。

ʤ情ใެදのΠϝージʥ

۠ɹ
உঁのۚのࠩҟ
（உੑのۚʹରする
ঁੑのۚのׂ合）

ʮஉঁの賃金の差ҟʯは、உੑ労
働者の賃金のฏۉに対するঁੑ
労働者の賃金のฏۉを割合（ύʔ
ηϯτ）で示します。ʮશ労働者ʯ
ʮਖ਼規ޏ用労働者ʯʮඇਖ਼規ޏ用
労働者ʯの۠分でのެදが必要
です。

શ労働者 99.9�

　ਖ਼社һ ::.:�

　ύーτ・有期社һ ;;.;�

ɹまた、உঁޏ用ػձۉ法では、ੑผをཧ༝とする差ผ（ࠩผ）のࢭېや、
間ࠩผのࢭې（ӈϖʔδ）について、規定しています。

ࠩผのࢭې（உঁޏ用ػձۉ等法第５条、第̒条）

ɹޏ用ཧの֤εςʔδ（ӈද参র）にあたり、一のޏ用ཧ۠分（˞）͝ とにおいて、
ɹɹ・உঁのいずれかをഉ除する
ɹɹ・条݅や基準をஉঁでҟなるのとする
ɹɹ・உঁのいずれかを༏ઌする
ɹなどのાஔをとることはೝΊられません。
用ཧ۠分がಉ一か否かについては、֘۠分にଐする労働者のै事する৬の༰、సޏ˞
・త؍٬、をؚΊた人事ҟಈの෯やස度等について、ಉ一۠分にଐ͞ない労働者との間にۈ
合ཧతなҧいがଘࡏしているか否かによりஅ͞れるのであり、そのஅにあたͬては、
୯なるࣜܗではな͘、ا業のޏ用ཧの実ଶにଈして͏ߦ必要があります。

ࠩผのࢭېࠩผのࢭې
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◆ࠩผతऔѻい͕ࢭېされるޏ用ཧの֤εςʔδとࠩผのྫ
ཧの༺ޏ
ε ς ʔ δ れるࠩ別のྫ͞ࢭې

ื集・࠾༻ Ӧ業৬はஉੑ、事務৬はঁੑに限定してื集すること。
社һを࠾༻するࡍ、உੑはਖ਼社һとして、ঁੑはύーτとして࠾༻すること。

 ஔ உੑは外ۈ業務に、ঁੑはۈ業務にै事させること。

ঢ ਐ ঁੑのΈ、Ұ定の年ྸにୡしたことを理由にҰ定の৬までしかঢਐできない
のとすること。

߱ ֨ உੑはӦ業が࠷の者のΈ߱֨対とするが、ঁੑはӦ業が平均以下の
者は߱֨対とすること。

ڭ ҭ ܇ ࿅ 。ଓ年数を条݅とすることۈ࿅の対者について、உঁでҟなる܇ҭڭ
 ར 厚 生 ঁੑについてのΈ、ࠗҽを理由として、社のି༩の対からഉআすること。

৬種の変更 ૯合৬からҰൠ৬への৬種の変更について、制度上はஉঁํを対としている
が、உੑ労働者については৬種の変更をೝめないӡ༻を行うこと。

形ଶの༺ޏ
変 更 経Ӧの合理Խに当たり、ঁੑのΈਖ਼社һからύーτへの変更をڧ要すること。

ୀ৬のק உੑより༏ઌしてঁੑに対してୀ৬のקをすること。

定 年 定年年ྸのҾ上͛にࡍし、厚生年金のڅࢧ։始年ྸに合わせてஉঁでҟなる定年
を定めること。

ղ ޏ
経Ӧ合理Խにうղޏに当たり、உੑは࠷のධՁがなされている者のΈղޏの
対とするが、ঁੑは特に༏लというධՁがなされている者以外はղޏの対と
すること。

労働ܖの
更 ৽ உঁのいずれかについてのΈ、労働ܖの更৽ճ数の上限を設けること。

間ࠩผのࢭې（உঁޏ用ػձۉ等法第̓条）

ɹ間差ผとは、ᶃੑผ以外のࣄ༝Λཁ݅とするાஔであͬて、ᶄଞのੑのߏ
һとൺֱ͠て、Ұํのੑのߏһに૬ఔのෆརӹΛ༩͑るのを、ᶅ߹ཧత
ͳཧ༝͕ͳいと͖にͣߨることをいいます。
厚生労働省ྩでは、
・労働者の募集または࠾用にあたͬて、労働者の、ମॏまたはମྗを要
݅とすること
・労働者の募集し͘は࠾用、ঢਐまたは৬छのมߋにあたͬて、సډを
͏సۈにԠ͡ることができることを要݅とすること
・労働者のঢਐにあたり、సۈのݧܦがあることを要݅とすること
の̏つのાஔについて、߹ཧతཧ༝͕ͳい߹は、間差ผとしています。

間ࠩผのࢭې間ࠩผのࢭې
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ੑผによるࠩผのࢭې

（લϖʔδからのつ͖ͮ）
◆உঁޏ用ػձۉ法ҧとͳらͳい߹（ްੜ労働লࢦによる）
・உঁ間֨差をղফするたΊに、ϙδςΟϒ・ΞΫγϣϯ（Լの߲参র）とし
て、ঁੑを༏ઌして募集・࠾用・ஔ・ঢਐ等を実ࢪする場合（ޏ用ཧ۠分
͝とにঁੑ労働者の割合が̐割をԼ回ͬている場合にݶる）
・ܳज़・ܳにおいて、දݱのਅ実ੑ等の要からஉঁのいずれかのみにै事͞
せることが必要である৬や、कӴ、ܯඋһ等の͏ͪ൜上の要からஉੑに
ै事͞せることが必要である৬、そのଞこれらとಉఔ度の必要ੑがあるとೝ
Ίられる৬
・労働基準法によりঁੑを就業͞せることができない場合（4�ϖʔδ参র）
・อ݈ࢣॿࢣޢࢣ࢈法によりஉੑを就業͞せることができない場合
・෩ଏ、෩श等の૬ҧによりஉঁのいずれかがྗをൃشしいւ外でのۈが
必要な場合等、特ผな事により労働者のੑผにかかわりな͘ۉ等なػձを与
えることやۉ等な取ѻいをすることがࠔであるとೝΊられる場合

ίʔεผޏ用ཧΛ͏ߦに͋ͨͬてࣄ業ओ͕ཹҙす͖߲ࣄにؔするࢦ

৬छ、֨ࢿ等に基ͮきෳ数のίʔεを設定し、ίʔε͝とにҟなる募集、࠾用、
ஔ、ঢਐ、ڭҭ܇࿅、৬छのมߋ等のޏ用ཧを͏ߦ場合に、一方のੑの労働
者のみを一定のίʔε等に分けてはならないなど、事業ओがཹ意すき事߲につ
いてࢦが設けられています。

ϙδςΟϒɾΞΫγϣϯと

Ңから、Ӧ業৬ܦのڈ業において、固定తなஉঁの割分୲意ࣝやաاʑのݸ
にঁੑは΄とんどஔ͞れていない、՝Ҏ上のཧ৬はஉੑがେをΊてい
るなどの֨差がஉঁ労働者の間に生͡ている場合があります。
ʮϙδςΟϒɾΞΫγϣϯʯは、このよ͏な֨差のղফをࢦしてݸʑのا業が
ਐΊるࣗओతかつੵۃతな取みです。
例えば、ۈଓ数がいঁੑ労働者がଟ数ۈしているにかかわらず、ཧ

৬のঁੑがগ数である場合、ʮ̏間でঁੑཧ৬�0ˋ増Ճʯなどのඪをܝげ、
ঁੑのཧ৬ީิ者対象のݚमやঁੑに対するঢਐ・ঢ֨ݧࢼडݧのྭ、ঢਐ・
ঢ֨基準の明֬Խ等の取みが考えられます。

ίίʔʔεε

ϙδςΟϒɾΞΫγϣϯとϙδςΟϒɾΞΫγϣϯと

�� ��
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ੑผによるࠩผのࢭې

（લϖʔδからのつ͖ͮ）
◆உঁޏ用ػձۉ法ҧとͳらͳい߹（ްੜ労働লࢦによる）
・உঁ間֨差をղফするたΊに、ϙδςΟϒ・ΞΫγϣϯ（Լの߲参র）とし
て、ঁੑを༏ઌして募集・࠾用・ஔ・ঢਐ等を実ࢪする場合（ޏ用ཧ۠分
͝とにঁੑ労働者の割合が̐割をԼ回ͬている場合にݶる）
・ܳज़・ܳにおいて、දݱのਅ実ੑ等の要からஉঁのいずれかのみにै事͞
せることが必要である৬や、कӴ、ܯඋһ等の͏ͪ൜上の要からஉੑに
ै事͞せることが必要である৬、そのଞこれらとಉఔ度の必要ੑがあるとೝ
Ίられる৬
・労働基準法によりঁੑを就業͞せることができない場合（4�ϖʔδ参র）
・อ݈ࢣॿࢣޢࢣ࢈法によりஉੑを就業͞せることができない場合
・෩ଏ、෩श等の૬ҧによりஉঁのいずれかがྗをൃشしいւ外でのۈが
必要な場合等、特ผな事により労働者のੑผにかかわりな͘ۉ等なػձを与
えることやۉ等な取ѻいをすることがࠔであるとೝΊられる場合

ίʔεผޏ用ཧΛ͏ߦに͋ͨͬてࣄ業ओ͕ཹҙす͖߲ࣄにؔするࢦ

৬छ、֨ࢿ等に基ͮきෳ数のίʔεを設定し、ίʔε͝とにҟなる募集、࠾用、
ஔ、ঢਐ、ڭҭ܇࿅、৬छのมߋ等のޏ用ཧを͏ߦ場合に、一方のੑの労働
者のみを一定のίʔε等に分けてはならないなど、事業ओがཹ意すき事߲につ
いてࢦが設けられています。

ϙδςΟϒɾΞΫγϣϯと

Ңから、Ӧ業৬ܦのڈ業において、固定తなஉঁの割分୲意ࣝやաاʑのݸ
にঁੑは΄とんどஔ͞れていない、՝Ҏ上のཧ৬はஉੑがେをΊてい
るなどの֨差がஉঁ労働者の間に生͡ている場合があります。
ʮϙδςΟϒɾΞΫγϣϯʯは、このよ͏な֨差のղফをࢦしてݸʑのا業が
ਐΊるࣗओతかつੵۃతな取みです。
例えば、ۈଓ数がいঁੑ労働者がଟ数ۈしているにかかわらず、ཧ

৬のঁੑがগ数である場合、ʮ̏間でঁੑཧ৬�0ˋ増Ճʯなどのඪをܝげ、
ঁੑのཧ৬ީิ者対象のݚमやঁੑに対するঢਐ・ঢ֨ݧࢼडݧのྭ、ঢਐ・
ঢ֨基準の明֬Խ等の取みが考えられます。
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ࠗҽ、৷、ग़࢈、ҭࣇɾհޢ休業Λཧ༝とするෆརӹऔѻいのࢭې

உঁޏ用ػձۉ等法第̕条の規定により、事業ओは、ঁੑ労働者がࠗҽ、
৷、ग़࢈したことをୀ৬ཧ༝として༧定する定Ίをすることはできません。
また、ঁੑ労働者がࠗҽしたことをཧ༝としてղޏすることはできません。
なお、৷தのঁੑ労働者ٴͼग़࢈後１をܦաしないঁੑ労働者のղޏ

は、事業ओが৷、ग़࢈をཧ༝とするղޏではないことをূ明しないݶりແ
ޮとなります。
また、உঁޏ用ػձۉ等法ٴͼҭࣇ・հޢ休業法において、事業ओは、
৷、ग़࢈したこと、࢈前࢈後休業やҭࣇ休業、հޢ休業等を取得したことな
どをཧ༝として、労働者に対して、ղޏそのଞෆརӹな取ѻい（ݮ給や与
等におけるෆརӹな算定、人事考՝におけるෆརӹなධՁ等）をしてはなら
ないと定Ίています。

৬場における৷・ग़࢈・ҭࣇ休業等にؔするϋϥεϝϯτについては、
ঁੑだけではな͘、உੑඃ者になり͏るです。事業ओはこ͏したϋ
ϥεϝϯτをࢭするたΊのાஔを͡ߨるٛがあります。ৄࡉは1��ϖʔδ
あわせて参রして͘だ͞い。

ࠗࠗҽҽ

ྫ͑ば͜Μな͜ͱΛཧ༝ͱ͠て ͜ΜなऔѻいΛडけͨらҧです

○৷した、ग़࢈した
○්݈のため事を休Μだ
○つわりで事を休Μだ
休業をऔͬたޙ࢈・લ࢈○
○ҭࣇ休業・ޙ࢈ύύҭ休をऔͬた
ύύҭ休期間中のब業Մ日ޙ࢈○

についてಉ意しなかͬた
休Ջをऔͬたޢのࢠ○
○ҭࣇのため業ۈの໔আをਃ

しग़た
　なͲ

○ղޏされた
○ୀ৬をڧ要された
更৽がされなかͬたܖ○
○ਖ਼社һからύーτになれとڧ要さ

れた
されたڅݮ○
○ී௨ありえないようなஔసを

された
　なͲ
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ঁੑの݈߁とੑอࢠ、ޢҭてࢧԉ

働͘ঁੑの݈߁と҆શをอޢするたΊ、労働基準法では一定のอޢ規定を
設けています。また、৷・ग़࢈のたΊのੑอޢのાஔが労働基準法やஉ
・ࣇஉঁ労働者のたΊのાஔがҭ͏ߦをޢհ・ࣇ等法等に、ҭۉձػ用ޏঁ
հޢ休業法等の法に定Ίられています。

৷ɾ࢈લޙ࢈のੑอޢ、बֶまͰのࢠҭてࢧԉ（ù0ùû�û�ø時Πϝʔδਤ）৷৷

労働基४法に定Ίるঁੑอنޢ定

事業ओは、生ཧ日の就業がஶし͘ࠔなঁੑが休暇を求したときは、そ
の労働者を生ཧ日に就業͞せてはなりません（第��条・ੜཧ休Ջ）。そのଞ、
業のब業制限（第�4条の̏）༗ݥة、業のब業制限（第�4条の̎）
があります。

労働基४法に定Ίるঁੑอنޢ定労働基४法に定Ίるঁੑอنޢ定

৷ લ࢈
̒िؒ

出ੜ ޙ࢈
̔िؒ

ࡀ1 ࡀ1
̒か݄

ࡀ1
２か݄

ࡀ� ࡀ� খֶߍ
ೖֶ

ܰқۀのస（��1）

ۀٳલ࢈
（1��）

ۀٳޙ࢈
（1��）

ҭ࣌ࣇ （ؒ1��）

Ջ（1��）ٳޢのࢠ

ਂ・（労働֎ؒ࣌法定）労働֎ؒ࣌ ۀの੍限	1��


ྗٛ

ॴ定労働ؒ࣌のॖ等、ॴ定֎労働の੍限（1�����） ྗٛ

ҭ ࣇ ٳ ۀ
ٳύύҭޙ࢈

（1��）
（1�1）


ର
に
ڞ
ঁ
உ


ର
Έ
の
ੑ
ঁ

௨ӃٳՋ、ٳ・֎ؒ࣌・ਂ 労働の੍限、ੑ݈߁管理（1��）

ύύϚϚҭٳϓϥε（1�1）

อҭॴにೖॴできない等
によるҭ（1�1）ۀٳࣇ

ˎ੍の༰ରؒظ等はมߋになる߹がありますɻ
ˎྩ݄̓̐施ߦのものは��ϖʔδࢀরɻ

（　）はࢀরϖʔδ
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ঁੑの݈߁とੑอࢠ、ޢҭてࢧԉ

働͘ঁੑの݈߁と҆શをอޢするたΊ、労働基準法では一定のอޢ規定を
設けています。また、৷・ग़࢈のたΊのੑอޢのાஔが労働基準法やஉ
・ࣇஉঁ労働者のたΊのાஔがҭ͏ߦをޢհ・ࣇ等法等に、ҭۉձػ用ޏঁ
հޢ休業法等の法に定Ίられています。

৷ɾ࢈લޙ࢈のੑอޢ、बֶまͰのࢠҭてࢧԉ（ù0ùû�û�ø時Πϝʔδਤ）

労働基४法に定Ίるঁੑอنޢ定

事業ओは、生ཧ日の就業がஶし͘ࠔなঁੑが休暇を求したときは、そ
の労働者を生ཧ日に就業͞せてはなりません（第��条・ੜཧ休Ջ）。そのଞ、
業のब業制限（第�4条の̏）༗ݥة、業のब業制限（第�4条の̎）
があります。

৷ લ࢈
̒िؒ

出ੜ ޙ࢈
̔िؒ

ࡀ1 ࡀ1
̒か݄

ࡀ1
２か݄

ࡀ� ࡀ� খֶߍ
ೖֶ

ܰқۀのస（��1）

ۀٳલ࢈
（1��）

ۀٳޙ࢈
（1��）

ҭ࣌ࣇ （ؒ1��）

Ջ（1��）ٳޢのࢠ

ਂ・（労働֎ؒ࣌法定）労働֎ؒ࣌ ۀの੍限	1��


ྗٛ

ॴ定労働ؒ࣌のॖ等、ॴ定֎労働の੍限（1�����） ྗٛ

ҭ ࣇ ٳ ۀ
ٳύύҭޙ࢈

（1��）
（1�1）


ର
に
ڞ
ঁ
உ


ର
Έ
の
ੑ
ঁ

௨ӃٳՋ、ٳ・֎ؒ࣌・ਂ 労働の੍限、ੑ݈߁管理（1��）

ύύϚϚҭٳϓϥε（1�1）

อҭॴにೖॴできない等
によるҭ（1�1）ۀٳࣇ

ˎ੍の༰ରؒظ等はมߋになる߹がありますɻ
ˎྩ݄̓̐施ߦのものは��ϖʔδࢀরɻ

（　）はࢀরϖʔδ
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௨Ӄ休Ջ（உঁޏ用ػձۉ等法第1�条）

ɹ事業ओは、ঁੑ労働者が、්࢈のたΊのอ݈ࢦಋまたは݈߁ࠪをडするた
Ίに必要な時間を֬อすることができるよ͏にしなければなりません。
ʲ࢈前の場合 �r৷�3週までは̐週間に１回、৷�4週から3�週までは̎週間に１
回、৷3�週からग़࢈までは１週間に１回。ただし、ҩࢣ等がこれとҟなるࢦ示を
したときは、そのࢦ示にしたがͬて、必要な時間を֬อすることができるよ͏にし
なければなりません。
ʲ࢈後（࢈後１Ҏ）の場合ʳҩࢣ等のࢦ示により、必要な時間を֬อすること
ができるよ͏にしなければなりません。

්࢈にରするอޢ、ੑ݈߁ཧ

ɹࠨϖʔδの就業制ݶ（業、ݥة有業）の΄か、事業ओは、৷தのঁ
ੑが求した場合には、ଞのܰқな業にస͞せなければなりません（労働基準
法第��条第߲̏）。また、්࢈が求した場合は、時間外、休日または深夜労働
を͞せてはなりません（労働基準法第��条第߲̎、第߲̏）。

休業（労働基準法第��条）ޙ࢈લ࢈

ɹग़࢈を༧定しているঁੑ労働者は、求すればग़࢈༧定の̒週間前（ଟ৷の
場合は14週間前）から࢈前休業（ग़࢈日をؚΉ）を取得することができます。
ɹग़࢈（৷��日Ҏ後のྲؚྀ࢈ࢮ・࢈Ή）後については、使用者は࢈後８週間をܦ
աしないঁੑを就業͞せてはなりません。ただし࢈後̒週間ܦա後は、本人が求
し、ҩࢣが支োないとೝΊた業に就かせることは差し支えありません。
ɹなお、࢈前࢈後休業ظ間தの賃金について、法で特に定Ίはありませんので、
賃金が支払われるかど͏かは、就業規則等の定Ίによります。（ग़࢈ख金につい
ては、�3ϖʔδٴͼ134ϖʔδ参র）

௨Ӄ休Ջ௨Ӄ休Ջ

්࢈にରするอޢ්࢈にରするอޢ

休業ޙ࢈લ࢈休業ޙ࢈લ࢈

˓ੑ݈߁ཧのৄࡉなどを、厚生労働省ҕୗαΠτで֬ೝできます。
ʮ働͘ঁੑの৺とからͩのԠԉαΠτ　৷出࢈・ੑ݈߁管理αϙʔτʯ

　IUUQT���XXX�CPTFJ�OBWJ�NIMX�HP�KQ�JOEFY@CPTFJ�IUNM

ɹ事業ओは、්࢈が݈߁ࠪ等に基ͮ͘ҩࢣ等からのࢦಋ事߲をकることができるよ
͏に、ۈ時間のมߋやۈのܰݮ等のાஔを͡ߨなければなりません（உঁޏ用ػձ
。ಋ事߲࿈བྷΧʔυʯを定Ίていますࢦཧ߁等法第13条）。厚生労働省はʮੑ݈ۉ
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ҭࣇ休業制とࡁܦతࢧԉ

ҭࣇ休業（ҭࣇ・հޢ休業法第５条、第̒条、第̕条΄か）

ɹஉঁ労働者は、事業ओにਃしग़ることにより、ҭࣇのたΊに事を休Ήこと（ҭ
。休業）ができますࣇ
˗対象者：ݪ則として１ࡀにຬͨͳいࢠΛཆҭするஉঁ労働ऀ（日ʑޏ用者を除͘）
（対象のࢠ：法上のؔࢠがあれば実ࢠ、ཆࢠをわない。また、特ผཆ
ԑཬにҕୗ͞れているࢠཆ・ࢠ間にあるظతなཆҭݧࢼԑのたΊのࢠ
（。をؚΉࢠに準͡るؔࢠなど法上のࢠ
˓有ܖظ労働者は、ਃग़時において、ࢠが１̒ࡀか݄（̎ࡀまでのҭࣇ休
業の場合には̎ࡀ）をܦաする日までに、労働ܖظ間がຬྃし、ߋ৽͞れ
ないことが明らかでないこと
˗労使協定で対象外にできる者：
ɹΞɹその事業ओにܧଓしてޏ用͞れたظ間が１ະຬの者
ɹΠɹҭࣇ休業ਃग़の日から１（１̒ࡀか݄までٴͼ̎ࡀまでのҭࣇ休業の

場合は̒か݄）Ҏにޏ用ؔがऴྃすることが明らかな者
ɹɹ１週間のॴ定労働日数が̎日ҎԼの者
˗ਃग़ݪ：ݶظ則、休業։࢝の１か݄前まで
˗休業できるظ間と回数：ࢠが１ࡀにୡする日まで、分割して̎回まで取得Մ

ɹ͞らに、要݅をຬたせば、࣍の特例があります。
ʲҭࣇ休業ظ間のಛྫʳ
ɹᶃ１２ࡀか月までのԆ（ύύ・ϚϚҭ休ϓϥε）
ɹ྆とにҭࣇ休業する場合で、一定の要݅をຬたすときは、ࢠのྸが
休業が取得できࣇ間をԆできます。ただし、ҭظ休業ࣇか݄までҭ̎ࡀ１
るظ間（ग़࢈したঁੑの場合は、ग़生日ٴͼ࢈後休業ظ間をؚΉ）は、１
間がݶ度です。
ɹᶄ１̒ࡀか月までのҭࣇ休業
ɹࢠが１ࡀにୡする時で、対象となるࢠがอҭॴにೖॴできないなどの一
定の要݅をຬたす場合は、１̒ࡀか݄までҭࣇ休業ظ間を取得できます。
ɹᶅ２ࡀまでのҭࣇ休業
ɹᶄで１̒ࡀか݄まで取得してอҭॴにೖॴできないなどの一定の要݅を
ຬたす場合は、̎ࡀまでҭࣇ休業ظ間を取得できます。

ҭࣇ休業ҭࣇ休業
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ҭࣇ休業制とࡁܦతࢧԉ

ҭࣇ休業（ҭࣇ・հޢ休業法第５条、第̒条、第̕条΄か）

ɹஉঁ労働者は、事業ओにਃしग़ることにより、ҭࣇのたΊに事を休Ήこと（ҭ
。休業）ができますࣇ
˗対象者：ݪ則として１ࡀにຬͨͳいࢠΛཆҭするஉঁ労働ऀ（日ʑޏ用者を除͘）
（対象のࢠ：法上のؔࢠがあれば実ࢠ、ཆࢠをわない。また、特ผཆ
ԑཬにҕୗ͞れているࢠཆ・ࢠ間にあるظతなཆҭݧࢼԑのたΊのࢠ
（。をؚΉࢠに準͡るؔࢠなど法上のࢠ
˓有ܖظ労働者は、ਃग़時において、ࢠが１̒ࡀか݄（̎ࡀまでのҭࣇ休
業の場合には̎ࡀ）をܦաする日までに、労働ܖظ間がຬྃし、ߋ৽͞れ
ないことが明らかでないこと
˗労使協定で対象外にできる者：
ɹΞɹその事業ओにܧଓしてޏ用͞れたظ間が１ະຬの者
ɹΠɹҭࣇ休業ਃग़の日から１（１̒ࡀか݄までٴͼ̎ࡀまでのҭࣇ休業の

場合は̒か݄）Ҏにޏ用ؔがऴྃすることが明らかな者
ɹɹ１週間のॴ定労働日数が̎日ҎԼの者
˗ਃग़ݪ：ݶظ則、休業։࢝の１か݄前まで
˗休業できるظ間と回数：ࢠが１ࡀにୡする日まで、分割して̎回まで取得Մ

ɹ͞らに、要݅をຬたせば、࣍の特例があります。
ʲҭࣇ休業ظ間のಛྫʳ
ɹᶃ１２ࡀか月までのԆ（ύύ・ϚϚҭ休ϓϥε）
ɹ྆とにҭࣇ休業する場合で、一定の要݅をຬたすときは、ࢠのྸが
休業が取得できࣇ間をԆできます。ただし、ҭظ休業ࣇか݄までҭ̎ࡀ１
るظ間（ग़࢈したঁੑの場合は、ग़生日ٴͼ࢈後休業ظ間をؚΉ）は、１
間がݶ度です。
ɹᶄ１̒ࡀか月までのҭࣇ休業
ɹࢠが１ࡀにୡする時で、対象となるࢠがอҭॴにೖॴできないなどの一
定の要݅をຬたす場合は、１̒ࡀか݄までҭࣇ休業ظ間を取得できます。
ɹᶅ２ࡀまでのҭࣇ休業
ɹᶄで１̒ࡀか݄まで取得してอҭॴにೖॴできないなどの一定の要݅を
ຬたす場合は、̎ࡀまでҭࣇ休業ظ間を取得できます。
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ग़ੜ時ҭࣇ休業（ޙ࢈ύύҭ休）（ҭࣇ・հޢ休業法第̕条の̎΄か）

ɹஉੑのҭࣇ休業取得ଅਐのたΊ、ྩ̐10݄１日より、௨ৗのҭࣇ休業（ࠨ
ϖʔδ）とผにग़生時ҭࣇ休業を取得できるよ͏になりました。ग़生時ҭࣇ
休業では、労ڠ定Λక݁͠ている߹に限り、労働ऀ͕߹ҙͨ͠ൣғͰ休業
中にब業する͜と͕Մです。

˗対象者：࢈後休業をしておらず、ࢠのग़生日またはग़࢈༧定日のいずれか
い方から８週間Ҏのࢠとಉډし、ཆҭするஉঁ労働者（日ʑޏ用者を除͘）
（対象のࢠ：通ৗのҭࣇ休業とಉ͡。ࠨϖʔδ参র。）
˓有ܖظ労働者は、ਃग़時において、ࢠのग़生日またはग़࢈༧定日のいず
れかい方からى算して８週間をܦաする日のཌ日から̒か݄をܦաする日
までに労働ܖظ間がຬྃし、ߋ৽͞れないことが明らかでないこと
˗労使協定で対象外にできる者：
ɹΞɹその事業ओにܧଓしてޏ用͞れたظ間が１ະຬの者
ɹΠɹ࢈後ύύҭ休ਃग़の日から８週間Ҏにޏ用ؔがऴྃすることが明らかな者
ɹɹ１週間のॴ定労働日数が̎日ҎԼの者
˗ਃग़ݪ：ݶظ則、休業։࢝の̎週間前まで
˗休業できるظ間と回数：ࢠのग़生後８週間Ҏに̐週間まで、̎回の分割取得Մ

ग़ੜ時ҭࣇ休ग़ੜ時ҭࣇ休

令和̓年４月ߦࢪのもの（ᶃٴͼᶇެの日からى算͠て１年̒月以に͓いて令Ͱ定Ίる日）
ᶃ̏ࡀҎ上のখֶߍ就ֶ前のࢠをཆҭする労働者にؔし、事業ओが৬場のχʔζをѲ
した上で、࢝業時ࠁ等のมߋ、ςϨϫʔΫ、時間ۈ、৽たな休暇の付与等労働者
がબしてར用できるよ͏にすることをٛ付ける。
ᶄॴ定外労働の制ݶ（残業໔除）の対象となる労働者のൣғを、খֶߍ就ֶ前のݱ）ࢠ
。をཆҭする労働者に֦େする（ࢠになるまでのࡀは̏ߦ
ᶅࢠのޢ休暇をࢠのߦ事参Ճ等の場合取得Մとし、対象となるࢠのൣғをখֶߍ
̏生（ߦݱはখֶߍ就ֶ前）まで֦େするととに、ۈଓ݄̒ະຬの労働者を労使
協定に基ͮき除外するみをഇࢭする。
ᶆ̏ࡀになるまでのࢠをཆҭする労働者にؔし事業ओがߨずるાஔ（ྗٛ）の༰
に、ςϨϫʔΫをՃする。
ᶇ৷・ग़࢈のਃग़時やࢠが̏ࡀになる前に、労働者の事とҭࣇのཱ྆にؔするݸผ
の意のௌ取・ྀを事業ओにٛ付ける。



੍
ۀ
ٳ
ޢ
հ
ɾ
ࣇ
ҭ


ฏ
༻
ޏ
ঁ
உ

ɺ

5� 5�



53

ҭࣇ休業制とࡁܦతࢧԉ

業ओのٛࣄ

ҭࣇ休業औಘঢ়گのެද

ग़࢈ɾҭࣇのͨΊのࡁܦతࢧԉ

ग़࢈ख金ɾग़࢈ҭࣇҰ時金（݈߁อݥ）

業ओのٛࣄ業ओのٛࣄ

ҭࣇ休業औಘঢ়گのެදҭࣇ休業औಘঢ়گのެද

ग़࢈ɾҭࣇのͨΊのࡁܦతࢧԉग़࢈ɾҭࣇのͨΊのࡁܦతࢧԉ

○ҭࣇ休業ɾޙ࢈ύύҭ休Λऔಘ͠すいޏ用ڥのඋ
ɹ事業ओは、ҎԼのいずれかのાஔを͡ߨなければなりません。
ᶃݚमの実ࢪ、ᶄ૬ஊମ制のඋ等、ᶅࣗࣾの労働者の取得事例のऩ集・ఏڙ、
ᶆ制度と取得ଅਐにؔする方のप
○労働ऀにରするݸผのपɾҙ֬ೝのાஔ
ɹ本人またはۮ者の৷・ग़࢈等をਃしग़た労働者に対して、ҭ休制度に
ؔするॴ定の事߲のपと、休業の取得意の֬ೝを、ݸผにߦわなければ
なりません。

ɹৗ時ޏ用する労働者数が1001人Ҏ上の事業ओは、உੑのҭࣇ休業のऔಘঢ়گ
を、Πϯλʔωοτなどにより、１回ެදしなければなりません。
ɹެද༰は、࣍のᶃまたはᶄいずれかの割合です。
ᶃҭࣇ休業・࢈後ύύҭ休等の取得割合
ᶄҭࣇ休業・࢈後ύύҭ休等とҭࣇత休暇（法定制度除͘）の取得割合
ɹྩ݄̓̐から、உੑ労働者のҭࣇ休業取得率等のެදがै業һが300人超
1000人ҎԼのا業にٛԽ͞れます。

１ɹग़࢈ख金
ɹඃอݥ者がग़࢈（৷��日Ҏ後のྲؚྀ࢈ࢮ・࢈Ή）のたΊձࣾを休み、賃金
が支払われない場合に支払われます。給付༰は134ϖʔδを͝参র͘だ͞い。
２ɹग़࢈ҭࣇҰ時金ɾՈग़࢈ҭࣇҰ時金
ɹग़࢈にかかるࡁܦతなෛ୲ܰݮのたΊ、ඃอݥ者やඃැཆ者がग़࢈（৷
��日Ҏ後のྲؚྀ࢈ࢮ・࢈Ή）した場合に、１ࣇにつき�0ສԁが支払われます
（ただし、࢈Պҩྍิঈ制度にՃೖしていないҩྍؔػ等でग़࢈した場合等
は、１ࣇにつき4�ສ�000ԁ）。
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ҭࣇ休業制とࡁܦతࢧԉ
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ؔするॴ定の事߲のपと、休業の取得意の֬ೝを、ݸผにߦわなければ
なりません。

ɹৗ時ޏ用する労働者数が1001人Ҏ上の事業ओは、உੑのҭࣇ休業のऔಘঢ়گ
を、Πϯλʔωοτなどにより、１回ެදしなければなりません。
ɹެද༰は、࣍のᶃまたはᶄいずれかの割合です。
ᶃҭࣇ休業・࢈後ύύҭ休等の取得割合
ᶄҭࣇ休業・࢈後ύύҭ休等とҭࣇత休暇（法定制度除͘）の取得割合
ɹྩ݄̓̐から、உੑ労働者のҭࣇ休業取得率等のެදがै業һが300人超
1000人ҎԼのا業にٛԽ͞れます。

１ɹग़࢈ख金
ɹඃอݥ者がग़࢈（৷��日Ҏ後のྲؚྀ࢈ࢮ・࢈Ή）のたΊձࣾを休み、賃金
が支払われない場合に支払われます。給付༰は134ϖʔδを͝参র͘だ͞い。
２ɹग़࢈ҭࣇҰ時金ɾՈग़࢈ҭࣇҰ時金
ɹग़࢈にかかるࡁܦతなෛ୲ܰݮのたΊ、ඃอݥ者やඃැཆ者がग़࢈（৷
��日Ҏ後のྲؚྀ࢈ࢮ・࢈Ή）した場合に、１ࣇにつき�0ສԁが支払われます
（ただし、࢈Պҩྍิঈ制度にՃೖしていないҩྍؔػ等でग़࢈した場合等
は、１ࣇにつき4�ສ�000ԁ）。
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ҭࣇ休業څ金（ޏ用อݥ）
ҭࣇ休業தのޏ用อݥのඃอݥ者（˞）には࣍の給付制度があります。
શ݄が日前̎間に、賃金支払基ૅ日数が11日Ҏ上あるなど࢝則として休業։ݪ˞
1�か݄Ҏ上あるඃอݥ者が対象。ただし、࣬ ප等の場合は例外があります。

˗対象者：１ࡀ（ύύ・ϚϚҭ休ϓϥεの場合は１̎ࡀか݄、͞ らにอҭॴ等
におけるอҭの実ࢪがߦわれないなどの場合は１̒ࡀか݄または̎ࡀ）ະຬ
のࢠをཆҭするたΊにҭࣇ休業を取得したޏ用อݥの一ൠඃอݥ者ٴͼߴ
ྸඃอݥ者
˗支給額：ड給։࢝から1�0日は休業։࢝時の賃金日額ʷ支給日数ʷ�7ˋ、ड給
։࢝から1�1日Ҏ߱は�0ˋ
（休業給付金ࣇग़生時ҭ）後ύύҭ休の場合࢈˗
休業தに就業日がある場合は、休業ظ間தの就業日数が、࠷େ10日（10日を
超える場合は就業している時間数が�0時間）ҎԼの場合に支給͞れます。給
付については休業日数や就業日数によりҟなります。

ࣾձอݥྉ（݈߁อݥɾްੜ年金อݥ）の໔除
事業ओが金事ॴまたは݈߁อݥ合にਃग़をすることによͬて、࢈前࢈

後休業ظ間த、̏ 休業制度ࣇ間த（ҭظ休業ࣇをཆҭするたΊのҭࢠະຬのࡀ
に準ずるાஔによる休業ؚΉ）のࣾձอݥྉが事業ओ・ඃอݥ者分と໔除
͞れます。
ɹݪ則として݄時でҭࣇ休業தの場合、その݄にෛ୲すきࣾձอݥྉが໔
除͞れます。また、ظのҭࣇ休業等の取得に対Ԡして、ಉ݄に14日Ҏ上のҭ
。ྉが໔除͞れますݥ休業等を取得した場合には、その݄にෛ୲すきࣾձอࣇ
ただし与分の໔除については、与݄の日をؚΉ࿈ଓした１か݄超のҭ

休業等を取得する場ࣇられます。なお、࿈ଓするೋҎ上のҭݶ休業取得時にࣇ
合は、一つのҭࣇ休業等とみなしてอݥྉ໔除の規定を適用します。

৽のใは࠷。となる場合がありますߋ後มࠓ、のཱ྆支ԉ制度についてޢհ・ࣇ事とҭ
厚生労働省ϗʔϜϖʔδ等を͝参র͘だ͞い。



੍
ۀ
ٳ
ޢ
հ
ɾ
ࣇ
ҭ


ฏ
༻
ޏ
ঁ
உ

ɺ

53 5�



55

ۈ休Ջ、時ޢのࢠ

（休業法第1�条の̎、第1�条の̏ޢհ・ࣇҭ）休Ջޢのࢠ

පؾやけがをしたࢠのޢまたはࢠに༧छ、݈߁அをडけ͞せるたΊの
休暇を、࣍有給休暇とはผに取得することができます。
˗対象者：খֶߍ就ֶ前のࢠをཆҭするஉঁ労働者（日ʑޏ用者を除͘）
˗労使協定で対象外にできる者：
ɹΞ その事業ओにܧଓしてޏ用͞れたظ間が̒か݄ະຬの者
Π １週間のॴ定労働日数が̎日ҎԼの者
˗取得できる日数：１度において５日（খֶߍ就ֶ前のࢠが̎人Ҏ上であれば
10日）
˗取得୯Ґ：１日または時間୯Ґで、࢝業時ࠁから࿈ଓまたはऴ業時ࠁまで࿈ଓ
して取得することができます。

ҭࣇ時間（労働基準法第�7条）

生後１ະຬのࢠをҭてるঁੑ労働者は、１日̎回それͧれগな͘と30分の
ҭࣇ時間を求できます。なお、これはԼهのॴ定労働時間のॖાஔとはผに
与えられます。

ҭࣇのͨΊのॴ定労働時間のॖાஔ（ҭࣇ・հޢ休業法第�3条第１߲、第߲̎）

事業ओは、உঁ労働者がرすればར用できるॴ定労働時間のॖそのଞのા
ஔを͡ߨなければなりません。
˗対象者：̏ 休業をしていない者（１ࣇにҭݱをཆҭするஉঁ労働者でࢠະຬのࡀ
日のॴ定労働時間が̒時間ҎԼである労働者ٴͼ日ʑޏ用者を除͘）
˗ાஔ：１日のॴ定労働時間をݪ則として̒時間とするાஔ等
˗労使協定で対象外にできる者：
ɹΞ その事業ओにܧଓしてޏ用͞れたظ間が１ະຬの者
Π １週間のॴ定労働日数が̎日ҎԼの者
 業のੑ࣭または業の実ࢪମ制にরらして、ॴ定労働時間のॖાஔを
（˞）とೝΊられる業にै事する労働者ࠔずることがߨ
˞労使協定で対象外としたの労働者については、ᶃҭࣇ休業にؔする制度に準ずるા
ஔ、ᶄϑϨοΫελΠϜ制度、ᶅ࢝業・ऴ業時ࠁの܁上げ・܁Լげ、ᶆอҭࢪ設の設
ஔӡӦ等のいずれかのાஔを͡ߨなければなりません。

休Ջޢのࢠ休Ջޢのࢠ

ҭࣇ時間ҭࣇ時間

ҭࣇҭࣇ
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ۈ休Ջ、時ޢのࢠ

（休業法第1�条の̎、第1�条の̏ޢհ・ࣇҭ）休Ջޢのࢠ
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与えられます。

ҭࣇのͨΊのॴ定労働時間のॖાஔ（ҭࣇ・հޢ休業法第�3条第１߲、第߲̎）

事業ओは、உঁ労働者がرすればར用できるॴ定労働時間のॖそのଞのા
ஔを͡ߨなければなりません。
˗対象者：̏ 休業をしていない者（１ࣇにҭݱをཆҭするஉঁ労働者でࢠະຬのࡀ
日のॴ定労働時間が̒時間ҎԼである労働者ٴͼ日ʑޏ用者を除͘）
˗ાஔ：１日のॴ定労働時間をݪ則として̒時間とするાஔ等
˗労使協定で対象外にできる者：
ɹΞ その事業ओにܧଓしてޏ用͞れたظ間が１ະຬの者
Π １週間のॴ定労働日数が̎日ҎԼの者
 業のੑ࣭または業の実ࢪମ制にরらして、ॴ定労働時間のॖાஔを
（˞）とೝΊられる業にै事する労働者ࠔずることがߨ
˞労使協定で対象外としたの労働者については、ᶃҭࣇ休業にؔする制度に準ずるા
ஔ、ᶄϑϨοΫελΠϜ制度、ᶅ࢝業・ऴ業時ࠁの܁上げ・܁Լげ、ᶆอҭࢪ設の設
ஔӡӦ等のいずれかのાஔを͡ߨなければなりません。
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ҎԼの規定は、ҭࣇの΄かհޢのたΊに適用͞れる労働時間の制ݶについて
まとΊたのです。（հޢ休業等の֓要は�7、��ϖʔδ参র）

ॴ定外労働の制限（ҭࣇ・հޢ休業法第1�条の８、第1�条の̕）

事業ओは、対象となるஉঁ労働者が求した場合は、事業のਖ਼ৗなӡӦをげ
る場合を除き、ॴ定労働時間を超えて労働͞せてはなりません。
˗対象者：̏ࡀະຬのࢠをཆҭまたは要հޢঢ়ଶにある対象Ոをհޢするஉঁ
労働者（日ʑޏ用者を除͘）
˗労使協定で対象外にできる者：
ɹΞ その事業ओにܧଓしてޏ用͞れたظ間が１ະຬの者
Π １週間のॴ定労働日数が̎日ҎԼの者

時間外労働（法定時間外労働）の制限（ҭࣇ・հޢ休業法第17条、第1�条）

事業ओは、対象となるஉঁ労働者が求した場合は、事業のਖ਼ৗなӡӦをげる場
合を除き、１か݄�4時間、１1�0時間を超える時間外労働を͞せてはなりません。
˗対象者：খֶߍ就ֶ前のࢠをཆҭまたは要հޢঢ়ଶにある対象Ոをհޢする
உঁ労働者（日ʑޏ用者を除͘）
˗求できない労働者：
ɹΞ その事業ओにܧଓしてޏ用͞れたظ間が１ະຬの者
Π １週間のॴ定労働日数が̎日ҎԼの者

深夜業の制限（ҭࣇ・հޢ休業法第1�条、第�0条）

事業ओは、対象となるஉঁ労働者が求した場合は、事業のਖ਼ৗなӡӦをげ
る場合を除き、深夜（午後10時から午前５時まで）に労働͞せてはなりません。
˗対象者：খֶߍ就ֶ前のࢠをཆҭまたは要հޢঢ়ଶにある対象Ոをհޢする
உঁ労働者（日ʑޏ用者を除͘）
˗求できない労働者：
ɹΞ その事業ओにܧଓしてޏ用͞れたظ間が１ະຬの者
Π 深夜においてৗଶとしてอҭまたはհޢできる1ࡀ�Ҏ上のಉډのՈがいる者
 １週間のॴ定労働日数が̎日ҎԼの者
Τ ॴ定労働時間のશ෦が深夜にある者
৽のใは࠷。となる場合がありますߋ後มࠓ、のཱ྆支ԉ制度についてޢհ・ࣇ事とҭ
厚生労働省ϗʔϜϖʔδ等を͝参র͘だ͞い。
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5�

հޢのͨΊのཱ྆ࢧԉ制

հޢ休業（ҭࣇ・հޢ休業法第11条、第1�条΄か）

உঁ労働者は、事業ओにਃしग़ることにより、対象ՈのհޢのたΊに
休業することができます。
˗対象者：要հޢঢ়ଶにある対象Ո（ۮ者、、ࢠ、ۮ者の、
、ܑఋ࢞ຓٴͼଙ）をհޢするஉঁ労働者（日ʑޏ用者を除͘）

˓有ܖظ労働者は、ਃग़時において、հޢ休業取得༧定日からى算し
て�3日をܦաする日から̒か݄をܦաする日までに、労働ܖظ間がຬ
ྃし、ߋ৽͞れないことが明らかでないこと
˗労使協定で対象外にできる者：
ɹΞ その事業ओにܧଓしてޏ用͞れたظ間が１ະຬの者
Π ਃग़の日から�3日Ҏにޏ用ؔがऴྃすることが明らかな者
 １週間のॴ定労働日数が̎日ҎԼの者
˗休業できるظ間：対象Ո１人につき通算�3日まで、̏回を上ݶとして
分割して取得することができます。

հޢ休業څ金
հޢ休業தのޏ用อݥのඃอݥ者（˞）には࣍の給付制度があります。
日前̎間に、賃金支払基ૅ日数が11日Ҏ上あるなど࢝則として休業։ݪ˞
者が対象。ただし、࣬ප等の場合は例外がݥશ݄が1�か݄Ҏ上あるඃอ
あります。

˗対象者：要հޢঢ়ଶにある対象ՈをհޢするたΊにհޢ休業を取得し
たޏ用อݥの一ൠඃอݥ者ٴͼߴྸඃอݥ者
˗支給額：休業։࢝時の賃金日額ʷ支給日数ʷ�7ˋ
対象Ո１人につき、�3日をݶ度に̏回までの休業が対象となります。

հޢ休業հޢ休業

5� 5�
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հޢのͨΊのཱ྆ࢧԉ制

հޢ休業（ҭࣇ・հޢ休業法第11条、第1�条΄か）

உঁ労働者は、事業ओにਃしग़ることにより、対象ՈのհޢのたΊに
休業することができます。
˗対象者：要հޢঢ়ଶにある対象Ո（ۮ者、、ࢠ、ۮ者の、
、ܑఋ࢞ຓٴͼଙ）をհޢするஉঁ労働者（日ʑޏ用者を除͘）

˓有ܖظ労働者は、ਃग़時において、հޢ休業取得༧定日からى算し
て�3日をܦաする日から̒か݄をܦաする日までに、労働ܖظ間がຬ
ྃし、ߋ৽͞れないことが明らかでないこと
˗労使協定で対象外にできる者：
ɹΞ その事業ओにܧଓしてޏ用͞れたظ間が１ະຬの者
Π ਃग़の日から�3日Ҏにޏ用ؔがऴྃすることが明らかな者
 １週間のॴ定労働日数が̎日ҎԼの者
˗休業できるظ間：対象Ո１人につき通算�3日まで、̏回を上ݶとして
分割して取得することができます。

հޢ休業څ金
հޢ休業தのޏ用อݥのඃอݥ者（˞）には࣍の給付制度があります。
日前̎間に、賃金支払基ૅ日数が11日Ҏ上あるなど࢝則として休業։ݪ˞
者が対象。ただし、࣬ප等の場合は例外がݥશ݄が1�か݄Ҏ上あるඃอ
あります。

˗対象者：要հޢঢ়ଶにある対象ՈをհޢするたΊにհޢ休業を取得し
たޏ用อݥの一ൠඃอݥ者ٴͼߴྸඃอݥ者
˗支給額：休業։࢝時の賃金日額ʷ支給日数ʷ�7ˋ
対象Ո１人につき、�3日をݶ度に̏回までの休業が対象となります。

ɹհޢ休Ջ（ҭࣇ・հޢ休業法第1�条の５、第1�条の̒）

ɹ要հޢঢ়ଶにある対象ՈのհޢやੈのたΊの休暇を、հޢ休業や࣍有給
休暇とはผに取得することができます。
˗�対象者：要հޢঢ়ଶにある対象Ոをհޢやੈするஉঁ労働者（日ʑޏ用者
を除͘）
˗労使協定で対象外にできる者：
ɹΞɹその事業ओにܧଓしてޏ用͞れたظ間が̒か݄ະຬの者
ɹΠɹ１週間のॴ定労働日数が̎日ҎԼの者
˗取得できる日数：１度において５日（対象Ոが̎人Ҏ上であれば10日）
˗�取得୯Ґ：１日または時間୯Ґで、࢝業時ࠁから࿈ଓまたはऴ業時ࠁまで࿈ଓ
して取得することができます。

ɹհޢのͨΊのॴ定労働時間のॖのાஔ（ҭࣇ・հޢ休業法第�3条第߲̏）
ɹ事業ओは、உঁ労働者がرすればར用できるॴ定労働時間のॖそのଞのા
ஔを͡ߨなければなりません。
˗�対象者：要հޢঢ়ଶにある対象Ոをհޢするஉঁ労働者（日ʑޏ用者を除͘）
˗�ાஔ：ᶃ時間ۈ制度、ᶄϑϨοΫελΠϜ制度、ᶅ࢝業・ऴ業時ࠁの܁上
げ・܁Լげ、ᶆհޢαʔϏεඅ用のॿ等のいずれかを、対象Ո１人につき、
ར用։࢝から࿈ଓする̏間Ҏ上のظ間で、̎回Ҏ上（ᶆは除͘）ར用できる
ાஔ
˗労使協定で対象外にできる者：
ɹΞɹその事業ओにܧଓしてޏ用͞れたظ間が１ະຬの者
ɹΠɹ１週間のॴ定労働日数が̎日ҎԼの者

令和̓年４月ߦࢪのもの
˗հޢ休暇について、ۈଓ݄̒ະຬの労働者を労使協定に基ͮき除外するみのഇࢭ
˗Ոをհޢする労働者事業ओがߨずるાஔ（ྗٛ）の༰に、ςϨϫʔΫをՃ

等

ˎこの΄か、ҭࣇ・հޢのたΊの労働時間の制ݶ等について��ϖʔδ͝参র͘だ͞い。

৽のใは࠷。となる場合がありますߋ後มࠓ、のཱ྆支ԉ制度についてޢհ・ࣇ事とҭ
厚生労働省ϗʔϜϖʔδ等を͝参র͘だ͞い。
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